
あ
な
た
と

ま
ち
を

つ
な
ぐ

つながろう日本

あ
な
た
と

ま
ち
を

つ
な
ぐ

広   報広   報

大
き
な
キ
ャ
ン
バ
ス
い
っ
ぱ
い
に

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
工
事
現
場
見
学
会

7
����������������
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水俣市役所は、環境管理の国際規格

「ISO14001」を自己宣言しています。

再生紙を使用し、両面印刷で枚数を

抑制、その後リサイクルしています。

「広報みなまた」もリサイクルでき

ます。各家庭や事業所などでも、協

力をお願いします。

今月の表紙
大きなキャンバスいっぱいに

南九州西回り自動車道の跨道橋工事

現場を見学した水東小学校の児童た

ち。舗装前の路面いっぱいに、好き

な絵を、好きな色で、思いきり描きま

した。舗装で隠れてしまっても、僕た

ちの絵が見てるよ。安全運転してね。

（６月３日撮影）

フォトリポート 

由紀さおり・安田祥子

童謡コンサート

特集 食生活改善推進員

まちのわだい
ガラッパたちの川遊び ほか

市役所からお知らせです
介護保険・食費部屋代の負担軽減申請 ほか

連載

ここカラ ～こころとカラダのお話～

エリカの「へゼリフ」

暮らしの情報
水俣環境アカデミア「ジュニアサイエンスセミナー」 ほか

みな図書 日本一の読書のまちづくり

市長コラム「東奔西走」

フォトリポート 

みなまた港フェスティバル ほか

がまだす水俣人辞典
県内外で活躍するバルーン・アーティスト

獄村陽介さん・幸菜さん

　

５
月
21

日
、
市
は
、
市
文
化
会
館

で
、「
由
紀
さ
お
り
・
安
田
祥
子
童
謡

コ
ン
サ
ー
ト
」を
開
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
30

年
以
上
に
わ
た
っ
て

全
国
で
童
謡
を
歌
い
続
け
て
き
た

由
紀
さ
ん
・
安
田
さ
ん
姉
妹
。
そ
の

歌
声
を
味
わ
お
う
と
、
会
場
に
は
約

７
０
０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
２
人
は
、
誰
も
が
耳

に
し
た
こ
と
が
あ
る
、
聴
き
な
じ
ん

だ
童
謡
を
次
々
と
披
露
。
水
俣
高
校

音
楽
部
と
一
緒
に
村
下
孝
蔵
の
『
初

恋
』な
ど
を
合
唱
し
た
他
、
リ
ク
エ
ス

ト
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
観
客
の
声
に
応

え
て
10

曲
以
上
を
歌
い
、
会
場
は
１

曲
ご
と
に
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ

ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
の
後
に
は
、
握
手
会

も
行
わ
れ
ま
し
た
。
２
人
は
、
参
加

者
の
一
人
一
人
と
言
葉
を
交
わ
し
な

が
ら
、
笑
顔
と
握
手
で
見
送
っ
て
い

ま
し
た
。

由紀さおり・安田祥子

童謡コンサート

フォトリポート　～ガイドブック『水俣堂々』プロモーション～

１

２
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１・９_ 会場ロビーでは大きな

パネルで『水俣堂々』をＰＲ　

２_予定になかった握手会が開

かれ、参加者も大喜び　３_ 軽

妙なトークを交えたリクエスト

コーナー　４_ 水俣高校音楽部

とのステージ　５_ 開場を待つ

長い列　６_ 入場者にはＣＤの

プレゼント　７_２人に花束を

贈った　８_ 西田市長も２人の

前で『初恋』を披露　10_ 水俣

高校音楽部の皆さんと記念撮影

８

10

　

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
市
が
今
年

２
月
に
発
刊
し
た
新
し
い
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
『
水
俣
堂
々
』
の
Ｐ
Ｒ
の
一
つ
と

し
て
開
か
れ
た
も
の
。
会
場
の
ロ
ビ

ー
に
は
、
美
し
い
水
俣
の
風
景
を
写

し
た
大
き
な
パ
ネ
ル
が
展
示
さ
れ
た

他
、
場
外
で
は
、
開
演
前
か
ら
「
堂
々

フ
ェ
ス
タ
」
と
題
し
て
、
水
俣
自
慢
の

逸
品
を
集
め
た
物
産
展
も
開
か
れ

ま
し
た
。

３４

５

６

７９

『水俣堂々』は、主に市外に向けた

ガイドブック。日本の環境首都・水

俣の自然、文化、人、産物など、

過去から現在、そして未来へ「堂 」々

と続くまちの姿を紹介しています。

市内では、水俣病資料館や市立図

書館で読むことができます。



食
改
さ
ん

「
減
塩
活
動
」
で
活
躍
中
！

　
　

水
俣
市
の
食
改
さ
ん
は
現
在
41

人
（
う
ち
男
性
１
人
）
。
市
の
保

健
事
業
な
ど
で
活
躍
中
で
す
。

　

水
俣
市
の
健
康
課
題
「
高
血
圧
」

を
減
ら
す
た
め
、
今
年
は
特
に
減

塩
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

ま
ち
か
ど
健
康
塾
で
の
み
そ
汁
の

塩
分
測
定
、
４
カ
月
児
健
診
で
の

天
然
だ
し
の
試
飲
を
通
じ
て
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
減
塩
の
工
夫

を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
離
乳
食
教
室
、
こ
ど

も
料
理
教
室
、
初
心
者
向
け
男
性

料
理
教
室
な
ど
で
も
活
動
し
て
い

ま
す
。

食
生
活
改
善
推
進
員
と

は
？

　

「
私
達
の
健
康
は
私
達
の
手
で
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
食
を
通
し
た

健
康
づ
く
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
し
て
い
る
人
た
ち
で
す
。

　

生
活
習
慣
病
の
増
加
と
関
係
の

深
い
食
生
活
改
善
の
案
内
役
と
し

て
、
草
の
根
運
動
で
家
族
や
お
隣

さ
ん
・
お
向
か
い
さ
ん
へ
、
よ
り

よ
い
食
習
慣
を
広
め
て
い
ま
す
。

「食改さん」ってどんな活動をしているの？

定期的に、会員の皆さん
で料理教室などの研修
会を行い、食生活改善
の情報共有や、勉強をし
ています。

まちかど健康塾などで住
民が持ってきたみそ汁の
塩分を測って、今後の減
塩活動へのアドバイスや
指導をしています。

食育や健康の大切さに
もっと興味や関心を持っ
てもらえるように街頭で
チラシ配りなど住民の皆
さんへの普及・啓発もし
ています。

��������

★食生活改善推進員のことを親しみをこめて「食改さん」と呼んでいます。

地域で活躍中！

～ヘルスメイト（食改さん）～

　平成28年度健診受診者（国保）のう
ち、正常血圧の人の割合は半分以下で
した。（下表参照）
　高血圧の主な原因は普段の食生活。
最も効果的なのは、塩分を控えること
です。

基準 割合
（％）

正常血圧 130 ／ 85
mmHg未満 48.9

正常高値以上 130 ／ 85
mmHg以上 51.1

水俣市の「高血圧」の現状！

4広報みなまた 2017.7.1

回数 日程 内容

1 ８月 25 日㈮

○開講式

○講話「水俣市の健康状態と健康

　づくり」

2 ９月 22 日㈮

○講話「健康づくりのための食生

　活①」

○調理実習

3 10 月 20 日㈮
○身近にできる運動で健康づくり

○運動実習

4 11 月 24 日㈮
○講話「食品衛生と食の安全」

○調理実習

5 12 月 22 日㈮ ○熊本県環境センターにて環境学習

6
平成 30 年

１月 26 日㈮

○講話「健康づくりのための食生

　活②」

○調理実習

7 ２月 23 日㈮

○水俣市の食生活改善推進員の活

　動について

○閉講式（修了証交付）

食改さんになりたい人募集中です！

水俣市在住の人で健康づくりや料理、そしてボランティア

に関心のある人、まずは自身の健康のため、そして家族や

地域の人の健康のために、友達を誘って、ぜひ参加してく

ださい。

■日程　全７回（下表参照）

■時間　９時 30 分～

■場所　もやい館３階会議室・調理室他

■参加料　無料

■定員　20 人

■申込締切日　７月 31 日㈪

■申込・問い合わせ

　いきいき健康課健康推進係☎ 62-3028

一緒に活動して、年上の方から学

ぶことも多く得した気分♪ たくさ

んの人との出会いがあり、気にか

けてもらえる仲間がいることはとて

も嬉しいです。

年に６回の研修は勉強になるし、

会員の皆と会えて楽しい。試行錯

誤しながら地域に出て「減塩活動」

を始めているところです。

今、力を入れている減塩活動

の積み重ねによって、市民の

健診の結果が良くなるよう、微

力でもつながっていけばいいと

思っています。

食改さんに

interview

志水はつみさん

（南福寺／食改歴

８年）

坂本みどりさん

（月浦／食改歴８

年）

会長

渕上陽子さん

（月浦／食改歴 12

年）

5 広報みなまた 2017.7.1
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寒川地区の宝・水源の水で、回すそうめん、生み出す電気

寒川水源亭川開き・小水力発電所開所式

被災地に届け！応援の歌声

第17回合唱団みなまた演奏会
4/29

　

合
唱
団
み
な
ま
た
が
、
市
文
化
会

館
で
、
第
17

回
演
奏
会
を
開
き
ま
し

た
。
石
牟
礼
道
子
さ
ん
の
詩
を
元
に

し
た
混
声
合
唱
組
曲
「
し
ゅ
う
り
り

え
ん
え
ん
」
の
他
、
最
近
の
ヒ
ッ
ト
曲

や
歌
謡
曲
、
映
画
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
に
合
わ
せ
た

歌
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
事
前
に
募
集
し
た
小
・
中

学
生
の
一
般
参
加
者
も
登
場
。
元
気
な

歌
声
を
響
か
せ
ま
し
た
。ス
テ
ー
ジ
の

最
後
に
は
観
客
も
一
緒
に
な
っ
て
、
熊

本
を
応
援
す
る
歌
詞
の
「
３
６
５
歩

の
マ
ー
チ
」
を
合
唱
し
、
熊
本
地
震
の

被
災
地
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

久
木
野
寒
川
地
区
の
寒
川
水

源
亭
で
、
今
年
の
営
業
を
開
始
す

る
「
川
開
き
」の
式
典
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

寒
川
水
源
亭
は
、
久
木
野
地
域

振
興
会
を
中
心
に
地
域
の
住
民
の

手
で
運
営
さ
れ
、
毎
年
４
月
下
旬

か
ら
９
月
中
旬
ま
で
営
業
し
て
い

ま
す
。
水
源
の
水
を
使
っ
た
そ
う
め

ん
流
し
や
マ
ス
料
理
な
ど
が
人
気

で
す
。

　

式
典
に
は
、
久
木
野
地
区
の
自

治
会
長
ら
や
市
関
係
者
な
ど
が
出

席
。
参
加
者
は
、
振
る
舞
わ
れ
た
今

年
最
初
の
そ
う
め
ん
流
し
に
舌
鼓

を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

　

川
開
き
の
式
典
と
合
わ
せ
て
、

4/29

「
寒
川
地
区
小
水
力
発
電
所
」
の

開
所
式
も
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
発
電
所
は
、
地
域
住
民
と

地
元
企
業
が
協
力
し
て
平
成
28

年

２
月
に
完
成
し
た
も
の
。
予
定
し
て

い
た
開
所
式
が
熊
本
地
震
の
影
響

で
実
施
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
今
回

改
め
て
の
お
披
露
目
と
な
り
ま
し

た
。

　

年
間
を
通
じ
て
水
量
が
安
定
し

て
い
る
寒
川
水
源
の
水
を
利
用
し

て
、
定
格
出
力
約
３
キ
ロ
ワ
ッ
ト

の
水
車
を
回
し
て
発
電
し
、
水
源

亭
で
使
用
す
る
電
力
を
賄
い
ま
す
。

余
剰
電
力
は
売
電
し
、
収
益
は
水

源
亭
の
運
営
や
地
域
振
興
の
た
め

に
充
て
ら
れ
ま
す
。

自然に触れて、遊び、学ぼう

ガラッパたちの川遊び
　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
水
俣
第
１
団

が
小
崎
親
水
公
園
で
、「
ガ
ラ
ッ
パ

た
ち
の
川
遊
び
」
と
銘
打
っ
て
、
子

ど
も
た
ち
が
自
然
に
親
し
み
学
ぶ

た
め
の
催
し
を
開
き
ま
し
た
。こ
れ

は
、
同
団
が
毎
年
行
な
っ
て
い
る
も

の
で
す
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
水

俣
川
に
す
む
生
き
物
を
採
取
し
て

観
察
し
た
り
川
の
水
質
を
確
か
め

た
り
し
た
他
、
水
俣
高
校
カ
ヌ
ー

部
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
の
カ
ヌ

ー
体
験
や
河
原
の
ご
み
拾
い
な
ど
、

遊
び
な
が
ら
身
近
な
自
然
と
触
れ

合
い
ま
し
た
。

▲そうめん流しを楽しむ参加者（上）と、公開された発電機（下）

▲試薬を使って水質を調べ、水俣川の水がとてもきれいだと確認した

4/29
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視覚障がい者も支援する人も

歩いて交流「歩こう会」

人権擁護委員として尽力

寺床直子さんに法務大臣から感謝状
　

県
視
覚
障
が
い
者
福
祉
協
会
が

エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
で
、
視
覚
障
が

い
者
や
支
援
者
が
歩
き
な
が
ら
互

い
に
交
流
を
深
め
る
「
歩
こ
う
会
」

を
開
き
ま
し
た
。
同
協
会
が
毎
年

県
内
各
地
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
は
視
覚
障
が
い
者
と

付
き
添
い
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
合
わ
せ
て
２
５
０
人
。
園
内
を

回
る
約
３
km
の
コ
ー
ス
を
歩
き
な

が
ら
、
点
字
の
看
板
を
読
ん
だ

り
、
触
れ
た
木
の
名
前
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
た
ず
ね
る
な
ど
し
な
が

ら
、
春
の
風
や
花
の
香
り
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

　

今
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
人
権

擁
護
委
員
を
退
任
し
た
寺
床
直
子

さ
ん
に
、
法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
寺
床
さ
ん
は

平
成
20
年
１
月
か
ら
９
年
３
カ
月

に
わ
た
っ
て
市
の
人
権
擁
護
委
員

を
務
め
、
地
域
住
民
の
人
権
擁
護

と
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
・
高
揚

に
尽
力
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
寺
床
さ
ん
に
対
し

て
熊
本
地
方
法
務
局
八
代
支
局
の

迫
本
基
嗣
支
局
長
か
ら
感
謝
状
を

伝
達
。
寺
床
さ
ん
は
「
活
動
を
通

し
て
出
会
っ
た
仲
間
と
の
つ
な
が

り
は
宝
物
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

市
は
、
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
水
俣
駅
前
広

場
ふ
れ
あ
い
館
で
花
の
苗
を
無
料

で
配
布
し
ま
し
た
。
苗
は
、
市
内

の
福
祉
作
業
所
で
施
設
利
用
者
が

育
て
た
も
の
。
配
布
作
業
は
市
地

域
婦
人
会
連
絡
協
議
会
の
協
力
を

得
て
行
い
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
２
０
０
人
以
上
が
集

ま
り
、
サ
ル
ビ
ア
や
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル

ド
な
ど
の
苗
を
う
れ
し
そ
う
に
持

ち
帰
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
他
、
５
月
24
日
に
は
団
体
へ

の
配
布
も
行
わ
れ
、
合
わ
せ
て
約

７
千
本
の
苗
を
配
布
し
ま
し
た
。

4/305/10

　

水
俣
マ
ミ
ー
・
コ
ー
ル
が
、
市
文
化

会
館
で
、
活
動
40

周
年
を
記
念
し
た

演
奏
会
を
開
き
ま
し
た
。
同
会
は
、
昭

和
52

年
に
婦
人
会
の
コ
ー
ラ
ス
グ
ル

ー
プ
と
し
て
設
立
し
た
女
声
合
唱
団

で
す
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
誰
も
が
聴
き
馴

染
ん
だ
唱
歌
や
民
謡
を
は
じ
め
、
ゲ

ス
ト
の
「
お
寺
コ
ー
ラ
ス
」
や
箏こ
と

奏

者
・
松
下
知
代
さ
ん
の
演
奏
、
古
謡

『
さ
く
ら
』
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
を
披
露
。
会
場
に
集
ま
っ
た
約

６
０
０
人
の
観
客
は
、
美
し
い
ハ
ー
モ

ニ
ー
に
大
き
な
拍
手
を
送
っ
て
い
ま

し
た
。

いつまでも美しく輝いて！

マミー・コール40周年記念演奏会
5/13

花と緑の快適なまち、みんなの手で

第45回花いっぱい運動
5/25

▲バラ園ではバラが香りでおもてなし



まちのわだい

8広報みなまた 2017.7.1

青年会議所と社会福祉協議会が

災害時の協力について協定を締結
　

水
俣
青
年
会
議
所
と
水
俣
市
社

会
福
祉
協
議
会
が
、
災
害
時
の
被

災
地
支
援
に
関
す
る
協
力
協
定
を

結
び
、
も
や
い
館
で
締
結
調
印
式

を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
昨
年

発
生
し
た
熊
本
地
震
で
、
同
会
議

所
が
被
災
地
支
援
に
取
り
組
ん
だ

経
験
を
基
に
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　

協
定
に
よ
っ
て
、
災
害
時
に
社

協
が
設
置
す
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
同
会
議
所

が
支
援
す
る
こ
と
で
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
よ
る
福
祉
救
援
活
動
な
ど

を
円
滑
に
行
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

穏やか・きれいが自慢です！

湯の児海水浴場で海開き
6/4

　

５
月
27

日
に
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

水
俣
第
１
団
の
濱
田
智
海
さ
ん
が
、

ボ
ー
ス
カ
ウ
ト
日
本
連
盟
か
ら
「
た

か
章
」
を
受
章
し
ま
し
た
。

　

「
た
か
章
」
は
、
ス
カ
ウ
ト
運
動
に

対
し
て
長
年
に
わ
た
る
功
労
が
あ
っ

た
人
に
贈
ら
れ
る
も
の
。
濱
田
さ
ん

は
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
熊
本
県
連
盟
の

理
事
長
を
務
め
て
い
る
ほ
か
、
指
導

者
と
し
て
40

年
、
団
員
か
ら
通
算
し

た
活
動
期
間
は
50

年
を
数
え
ま
す
。

　

こ
の
日
、
市
役
所
を
訪
れ
た
濱
田

さ
ん
は
西
田
市
長
に
受
章
を
報
告
。

今
後
に
つ
い
て
「
後
進
の
育
成
に
よ

り
力
を
入
れ
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

湯
の
児
海
水
浴
場
で
、
海
の
レ
ジ

ャ
ー
の
安
全
を
祈
願
す
る
神
事
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
水
俣
観
光
物
産
協
会

が
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
毎
年
開

い
て
い
る
も
の
で
す
。

　

神
事
で
は
、
砂
浜
に
設
け
た
祭
壇

を
前
に
、
市
関
係
者
や
地
域
住
民
の

他
、
遊
泳
に
訪
れ
た
家
族
な
ど
も
参

列
し
て
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
人
た
ち
は
さ
っ
そ
く
海
に

入
っ
て
、
初
泳
ぎ
や
水
遊
び
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

湯
の
児
海
水
浴
場
は
、
遠
浅
で
波

が
穏
や
か
な
う
え
水
質
も
よ
く
、
毎

年
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
す
。

水俣のボーイスカウトとともに50年

濱田智海さんが「たか章」を受章
5/30

地域と学校が学びを通して交流

「『鶴の子』スクール」開校
6/1

　

湯
出
小
学
校
が
、「
『
鶴
の
子
』
ス

ク
ー
ル
」
と
題
し
て
、
児
童
と
地
域
の

住
民
が
一
緒
に
な
っ
て
、
互
い
に
教
え

学
び
合
う
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

地
域
の
意
見
を
参
考
に
、「
学
び
直
し

の
場
」
と
し
て
学
校
を
活
用
し
て
地

域
と
共
に
活
性
化
し
よ
う
と
、
今
年

初
め
て
企
画
し
た
も
の
。

　

こ
の
日
は
、
開
校
式
を
兼
ね
て
１

回
目
の
「
教
室
」
が
開
か
れ
、
児
童
を

先
生
に
、
地
域
住
民
が
パ
ソ
コ
ン
を

使
っ
て
名
刺
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

今
後
は
月
に
１
回
程
度
の
活
動
を
予

定
し
て
い
て
、
俳
句
作
り
や
調
理
、
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

6/13

▲子どもたちが先生になって、パソコンにチャレンジ！

▲訪れた遊泳客も一緒に安全を祈願

まちのわだい
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地元産の牛乳の消費拡大をＰＲ

「父の日に牛乳（ちち）を贈ろう！」
6/13

図書館のいいとこ発見・体験！

「みな図書ツアー」
6/14

　

ホ
ワ
イ
ト
酪
農
業
協
同
組
合
と
地

域
の
酪
農
家
ら
が
市
役
所
を
訪
れ
、

西
田
市
長
に
地
元
産
の
牛
乳
を
贈
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
組
合
を
含
む
芦
北
・
球

磨
地
域
の
畜
産
・
酪
農
業
団
体
が
協

力
し
て
、
安
心
・
安
全
な
地
元
産
の
牛

乳
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
、「
父
の
日
に
牛

乳
（
ち
ち
）
を
贈
ろ
う
！
」
と
銘
打
っ

て
、
毎
年
父
の
日
を
前
に
行
な
っ
て
い

る
も
の
。
こ
の
日
は
、
水
俣
の
父
の
代

表
と
し
て
、
西
田
市
長
に
専
用
の
び

ん
に
入
っ
た
牛
乳
を
手
渡
し
ま
し
た
。

同
様
の
取
り
組
み
は
全
国
で
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

市
立
図
書
館
が
、
こ
れ
ま
で
利
用

し
た
こ
と
が
な
い
人
に
も
図
書
館
を

身
近
に
感
じ
て
も
ら
お
う
と
「
み
な

図
書
ツ
ア
ー
」を
開
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
親
子
連
れ
な
ど
３
組
７

人
が
参
加
。
本
の
分
類
方
法
や
効
果

的
な
探
し
方
を
紹
介
し
た
他
、
普
段

は
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
蔵
書

庫
の
見
学
な
ど
も
あ
り
、
参
加
者
は

興
味
深
そ
う
に
説
明
に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

　

ツ
ア
ー
の
後
、
さ
っ
そ
く
利
用
者
登

録
を
済
ま
せ
た
参
加
者
は
、
絵
本
や

趣
味
の
雑
誌
な
ど
を
借
り
て
、
両
手
い

っ
ぱ
い
に
持
ち
帰
っ
て
い
ま
し
た
。

　

市
は
市
役
所
仮
庁
舎
で
、
水
俣
市

か
ら
芦
北
町
の
芦
北
支
援
学
校
高
等

部
佐
敷
分
教
室
に
通
う
生
徒
を
送

迎
す
る
福
祉
バ
ス
の
運
行
開
始
式
を

開
き
ま
し
た
。
こ
の
バ
ス
は
、
運
送

会
社
の
セ
ン
コ
ー
グ
ル
ー
プ
が
創
業

１
０
０
周
年
を
迎
え
た
こ
と
を
記
念

し
て
市
に
贈
っ
た
寄
附
を
基
に
導
入

し
た
も
の
。
翌
19

日
か
ら
通
学
時
間

に
合
わ
せ
て
朝
夕
２
回
運
行
し
て
い

ま
す
。
式
典
で
は
、
西
田
市
長
や
芦

北
支
援
学
校
の
坂
本
治
美
校
長
ら
に

よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、
生
徒
や

保
護
者
を
対
象
に
実
際
の
運
行
ル
ー

ト
を
走
る
試
乗
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲西田市長に地元産の牛乳を手渡す同組合のメンバー

　

水
俣
高
校
で
、
今
年
の
恋
龍
祭

の
ポ
ス
タ
ー
発
表
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ポ
ス
タ
ー
は
毎
年
、
恋
龍

祭
実
行
委
員
会
が
市
内
の
高
校
・

中
学
校
に
原
画
の
作
成
を
依
頼
し

て
い
ま
す
。
今
年
は
全
部
で
14

点

の
応
募
が
あ
り
、
岩
井
美
咲
さ
ん

（
水
俣
高
校
２
年
）
の
作
品
が
選

ば
れ
ま
し
た
。
岩
井
さ
ん
は
「
細

か
な
と
こ
ろ
に
も
こ
だ
わ
り
を
込

め
た
。
よ
く
見
て
ほ
し
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

こ
の
他
、
新
聞
折
り
込
み
チ
ラ

シ
に
田
中
優
作
さ
ん
（
水
俣
二
中

３
年
）
、
集
合
チ
ラ
シ
に
瀬
戸
美

祭りの熱気に負けない力作！

第 62回恋龍祭ポスター発表会
6/21

誰もが地域で安心して学べる環境を

芦北支援学校への送迎バス出発式
6/18

▲運行開始を祝ってテープカット

咲
さ
ん
・
野
島
千
晴
さ
ん
・
谷
川

幸
奈
さ
ん
（
水
俣
一
中
３
年
）
の
作

品
が
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
62

回
恋
龍
祭
に
つ
い
て
は
、

20
ペ
ー
ジ
で
詳
し
く
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
。

▲岩井さん（左）と、恋龍祭実行委員

　会の宮本実行委員長（右）

▲蔵書検索システムの「探し方」のコツを聞いて目からウロコ！



食
費
・
部
屋
代
の
負
担
軽
減

は
申
請
が
必
要
で
す

　

介
護
保
険
３
施
設
（
★
）
の
利

用
時
（
短
期
入
所
を
含
む
）
に
か

か
る
食
費
と
部
屋
代
は
原
則
と
し

て
利
用
者
負
担
で
す
が
、
低
所
得

の
人
は
申
請
に
よ
り
負
担
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。

　

現
在
認
定
を
受
け
て
い
る
人
も
、

有
効
期
限
が
７
月
末
と
な
っ
て
い

　

る
た
め
更
新
の
申
請
が
必
要
で
す
。

認
定
は
、
原
則
と
し
て
申
請
月
の

初
日
か
ら
に
な
り
ま
す
。

★
介
護
保
険
３
施
設

　

介
護
老
人
福
祉
施
設
、
介
護
老

　

人
保
健
施
設
、
介
護
療
養
型
医

　

療
施
設

■
判
定
の
流
れ　

下
図
の
と
お
り

■
申
請
に
必
要
な
も
の

○
申
請
書
（
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

　

更
新
の
人
で
８
月
以
降
も
対
象

　

と
な
る
見
込
み
の
人
に
は
、
７

　

月
中
旬
頃
ま
で
に
送
付
予
定
で

　

す
）

○
印
鑑
（
認
め
印
可
、
ゴ
ム
製
な

　

　

ど
の
ス
タ
ン
プ
印
は
不
可
）

○
申
請
す
る
本
人
と
配
偶
者
の
預

　

貯
金
通
帳
な
ど
、
資
産
（
※
）

　

の
額
が
確
認
で
き
る
も
の

※
預
貯
金
、
有
価
証
券
、
金
・
銀

な
ど
の
貴
金
属
、
投
資
信
託
、
現

金
な
ど
。
負
債
（
借
入
金
、
住
宅

ロ
ー
ン
な
ど
）
が
あ
れ
ば
差
し
引

き
ま
す
。

■
預
貯
金
通
帳
の
注
意
事
項

○
申
請
す
る
本
人
と
配
偶
者
の
全

　

て
の
通
帳
が
必
要
で
す
。

○
写
し
を
持
参
す
る
場
合
は
、
通

　

帳
の
表
面
、
名
義
人
や
口
座
番

　

号
が
記
載
さ
れ
た
ペ
ー
ジ
、
申

　

請
時
か
ら
直
近
２
カ
月
以
内
の

　
　

　

残
高
が
確
認
で
き
る
ペ
ー
ジ
が

　

必
要
で
す
。

○
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
る
人

　

や
、
前
回
の
申
請
時
に
提
出
し

　

た
写
し
が
今
回
の
申
請
時
か
ら

　

２
カ
月
以
内
の
も
の
で
あ
れ
ば
、

　

提
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
人
へ

　

軽
減
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
場

　

合
で
も
、
一
定
の
条
件
を
満
た

　

す
場
合
は
、
特
例
と
し
て
別
途

　

申
請
に
よ
り
軽
減
が
受
け
ら
れ

　

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

　

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

い
き
い
き
健
康

課
☎
63
・
３
０
５
１

市役所
から

お知らせです

介
護
保
険

表　食費・部屋代の自己負担限度額（１日あたり）

区　　分

居住費

食費従来型
個室

多床室
ユニット
型個室

ユニット
型準個室

第
１
段
階

○市町村民税世帯
　非課税の老齢福
　祉年金受給者
○生活保護受給者

490 円
（320 円）

※
0 円 820 円 490 円 300 円

第
２
段
階

市町村民税世帯非
課税で、課税年金
収入額 + 合計所得
金 額 + 非 課 税 年
金収入額の合計が
80 万円以下の人

490 円
（420 円）

※
370 円 820 円 490 円 390 円

第
３
段
階

市町村民税世帯非
課税で、第２段階
に該当しない人

1,310 円
（820 円）

※
370 円 1,310 円 1,310 円 650 円

※（ ）内の金額は、介護老人福祉施設に入所した場合または短期入所生活介
　 護を利用した場合の額

図　軽減対象判定の流れ

軽減対象

市町村民税

課税世帯

《所得要件》

超える

（世帯の違う配偶者も含めて市町村民税を課税されているかで判断）

市町村民税非課税世帯の人が対象

市町村民税

非課税世帯

預貯金などが一定の基準
額以下かどうかで判断

配偶者あり 2,000 万円
配偶者なし 1,000 万円

課税年金収入額＋合計所得金額＋非課税年金（遺族年金・

障害年金）収入額の合計

80 万円以下：第 2段階　

80万円超える：第３段階

対象外
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防災行政無線の内容が聞き取れないときは、

☎６２-６２２２で内容確認できます（火災は☎６３-６６６６）

nformationＩ

８
月
か
ら
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

月
額
の
上
限
が
変
わ
り
ま
す

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場

合
、
利
用
者
は
所
得
に
応
じ
て

１
割
ま
た
は
２
割
を
支
払
い
ま
す
。

利
用
者
が
支
払
う
自
己
負
担
に
は

月
々
の
上
限
額
が
設
定
さ
れ
て
い

て
、
上
限
額
を
超
え
て
支
払
っ
た

分
は
「
高
額
介
護
（
予
防
）
サ
ー

ビ
ス
費
」
と
し
て
市
が
払
い
戻
し

ま
す
。

　

左
表
の
と
お
り
、
８
月
に
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
た
分
か
ら
、
一
部
の

人
の
上
限
額
が
変
わ
り
ま
す
。

■
払
い
戻
し
方
法　

新
た
に
支
給

対
象
と
な
っ
た
人
に
、
市
か
ら
申

請
書
を
送
付
し
ま
す
。
必
要
事

項
を
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
一
度
申
請
を
す
れ
ば
、
そ
の

後
は
随
時
振
り
込
み
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

い
き
い
き
健
康

課
☎
63
・
３
０
５
１

湯
の
児
海
水
浴
場
の
工
事

を
実
施
し
ま
す

　

毎
年
約
１
万
人
が
利
用
し
て
い

る
湯
の
児
海
水
浴
場
を
よ
り
安

全
・
快
適
に
利
用
し
て
も
ら
う
た

め
に
「
砂
浜
の
整
地
工
事
」
を
実

施
し
ま
す
。

■
工
事
期
間　

７
月
５
日
㈬
〜
11

日
㈫

■
場
所　

湯
の
児
海
水
浴
場
内　

※
工
事
期
間
中
は
重
機
の
出
入
り

が
あ
る
た
め
、
海
水
浴
場
は
利
用

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

経
済
観
光
課
☎

61
・
１
６
２
９

対象となる人
平成 29年７月までの

負担の上限（月額）

平成 29年８月からの

負担の上限（月額）

現役並みの所得者

（※）に相当する人

がいる世帯の人

44,400 円（世帯）

世帯の誰かが市区町

村民税を課税されて

いる人

37,200 円（世帯）

44,400 円（世帯）

同じ世帯の全ての65歳以上

の人（介護サービスを利用

していない人を含む）の利

用負担割合が１割の世帯は、

負担が増えないよう年間上

限額を446,400 円（37,200

円 ×12 カ月）とします（３

年間の時限措置）

世帯の全員が市区町

村民税を課税されて

いない人

24,600 円（世帯）

前年の合計所得

金額と公的年金

収入額の合計が

80万円以下の人

など

24,600 円（世帯）

15,000 円（個人）

生活保護を受給して

いる人など
15,000 円（個人）

※現役並み所得者とは、同一世帯内に65歳以上で課税所得が１４５万円以上

　の人がいる人。

　ただし、単身世帯で収入が３８３万円未満、65 歳以上の人が２人以上の世

　帯で収入が５２０万円未満の場合は、「世帯の誰かが市区町村民税を課税さ

　れている人」と同様の上限額になります。

工
事
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市役所
から

お知らせです

求
む
！  
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

水
俣
市
職
員
採
用
試
験

　

市
は
「
固
定
観
念
や
先
例
に
と

ら
わ
れ
ず
自
ら
考
え
、
行
動
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
真し

ん

し摯
に
取
り

組
ん
で
い
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
持

っ
た
人
」
を
求
め
て
い
ま
す
。

■
職
種
な
ど　

表
１
、２

■
注
意
事
項　

①
職
種
の
併
願
は
で
き
ま
せ
ん
。

②
民
間
企
業
な
ど
で
の
職
務
経

　

験
に
は
、
会
社
員
、
団
体
職
員
、

　

自
営
業
者
、
公
務
員
な
ど
と
し

　

て
、
常
勤
で
６
カ
月
以
上
継
続

　

し
て
就
業
し
て
い
た
期
間
が

　

該
当
し
ま
す
。
職
務
経
験
期
間

　

が
複
数
あ
る
場
合
は
、
通
算
で

　

き
ま
す
。

③
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人
や

　

　

地
方
公
務
員
法
第
16
条
の
欠

　

格
条
項
の
規
定
に
該
当
す
る

　

人
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

■
試
験
案
内
の
請
求

①
来
庁　

市
役
所
仮
庁
舎
２
階
総

　

務
課
で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

②
郵
送　

封
筒
の
表
に
「
職
員
採

　

用
試
験
案
内
請
求
」
と
朱
書
き

　

し
、
１
４
０
円
切
手
を
貼
っ
た

　

宛
先
明
記
の
返
信
用
封
筒
（
Ａ

　

４
サ
イ
ズ
が
入
る
も
の
）
を
同

　

封
し
て
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

③
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

試
験
案
内
、

　

受
験
申
込
書
な
ど
を
ダ
ウ
ン

　

ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
方
法　

持
参
ま
た
は

郵
送

■
申
込
み
締
切
日　

８
月
14
日
㈪

（
郵
送
は
当
日
消
印
有
効
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

〒
８
６

７
ー
８
５
５
５
（
住
所
不
要
）
水

俣
市
役
所
総
務
課
☎
61
・
１
６
０

３
／
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

h
ttp
://

w
w
w
.city.m

in
am
ata.lg

.jp
/

試験
区分

職種
採用
予定

募集する人材 受験資格

大
卒
程
度

行政事務
３人
程度

4年生大学卒業程度の学
力を有する人

昭和 59年 4月 2日か
ら平成 8 年 4 月 1 日
までの間に生まれた
人

行政事務
（民間企業な
ど経験者）

１人
程度

民間企業などで 3年以上
の職務経験を有し、その
経験や能力を即戦力とし
て発揮できる人

土木技術

１人
程度

4年生大学卒業程度の学
力を有し、土木技術に関
する科目を履修したまた
は履修中である人

土木技術
（民間企業な
ど経験者）

民間企業など（建設会社、
設計会社など）で、土木
工事の設計および監督業
務についての 3年以上の
職務経験を有し、その経
験や能力を即戦力として
発揮できる人

建築技術

１人
程度

4年生大学卒業程度の学
力を有し、建築技術に関
する科目を履修したまた
は履修中である人

建築技術
（民間企業な
ど経験者）

民間企業など（建設会社、
設計会社など）で、建築
工事の設計および監督業
務についての 3年以上の
職務経験を有し、その経
験や能力を即戦力として
発揮できる人

学芸員
（埋蔵文化財）

1人
程度

①大学または大学院で、
考古学、歴史学またはこ
れらに相当する課程を履
修した人
②博物館法に規定する学
芸員となる資格を有するま
たは平成 30年３月までに
資格を取得する見込みの人

高
卒
程
度

行政事務
１人
程度

高校卒業程度の学力を有
する人

平成 8 年 4 月 2 日か
ら平成 12年 4月 1日
までに生まれた人

行政事務
（障がい者）

１人
程度

高校卒業程度の学力を有
し、自力により通勤がで
き、かつ、介護者なしに
１日７時間 45 分、週５
日間 38 時間 45 分の職
務遂行が可能な人

昭和 59年 4月 2日か
ら平成 12年 4月 1日
までの間に生まれ、か
つ障害者手帳の交付
を受けており、活字
印刷文による出題に
対応可能な人

試験区分 １次試験 ２次試験 合格発表

大卒程度

高卒程度

学芸員

 筆記試験

　 9 月 17 日㈰

 面接試験

 作文試験

11 月上旬

12 月上旬

表２　試験日程

試
験

表１　試験区分など
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「
障
害
基
礎
年
金
」
の
所
得

状
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

　

20

歳
に
な
る
前
の
傷
病
に
よ

る
障
害
基
礎
年
金
の
受
給
権
者

は
、
７
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構

か
ら
送
付
さ
れ
る
所
得
状
況
届

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

診
断
書
の
提
出
が
必
要
な
人

に
は
、
所
得
状
況
届
欄
の
あ
る
診

断
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
医
師
に

記
入
し
て
も
ら
い
、
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

■
対
象
者　

「
障
害
基
礎
年
金
」

を
受
給
し
て
い
て
、
次
の
い
ず
れ

か
に
当
て
は
ま
る
人

○
20

歳
前
の
傷
病
に
よ
る
障
害

　

基
礎
年
金
受
給
権
者

※
年
金
証
書
の
年
金
コ
ー
ド
上

２
桁
が
63
の
人

○
旧
国
民
年
金
法
の
「
障
害
福
祉

　

年
金
」
か
ら
の
移
行
（
裁
定
替

　

え
）
で
年
金
を
受
け
て
い
る
人

※
年
金
証
書
の
年
金
コ
ー
ド
上

２
桁
が
26
の
人

■
送
付
時
期　

７
月
上
旬

■
提
出
締
切
日　

７
月
31
日
㈪

※
７
月
末
日
ま
で
に
提
出
さ
れ

な
い
と
年
金
の
支
給
が
遅
れ
た

り
、
停
止
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

※
平
成
29

年
１
月
２
日
以
降
に

他
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
人

は
、
前
住
所
地
の
平
成
29
年
度
分

（
平
成
28

年
中
の
所
得
）
の
所
得

証
明
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
先　

市
役
所
仮
庁
舎
１
階
市

民
課
５
番
窓
口

■
問
い
合
わ
せ　

市
民
課
年
金
医

療
保
険
係
☎
61
・
１
６
２
２

平
成
29
年
度
分
国
民
年
金
保
険

料
の
免
除
申
請
を
受
付
中

　　

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

で
所
得
が
少
な
く
国
民
年
金
の
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
は
、
保
険
料
の
免
除
制
度
が
あ

り
ま
す
。

■
免
除
期
間　

平
成
29
年
７
月
分

〜
平
成
30
年
６
月
分

■
申
請
に
必
要
な
も
の　

①
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番

　

号
が
わ
か
る
も
の

②
印
鑑
（
認
印
可
）

③
失
業
中
の
人
は
雇
用
保
険
受
給

　

資
格
者
証
ま
た
は
雇
用
保
険
被

　

保
険
者
離
職
票
の
写
し

④
平
成
29
年
１
月
２
日
以
降
に
転

　

入
し
た
人
は
、
平
成
29
年
度
分

　

（
平
成
28

年
度
中
の
所
得
）
の

　

所
得
証
明
書

■
審
査
対
象　

前
年
所
得
を
基
準

に
審
査
し
ま
す
。
免
除
の
種
類
に

よ
っ
て
は
、
申
請
者
本
人
・
そ
の

配
偶
者
・
世
帯
主
の
所
得
が
審
査

対
象
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
基
準

を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
継
続
申
請
を
し
て
い
る
人　

平

成
29
年
７
月
下
旬
か
ら
８
月
上
旬

に
か
け
て
、
継
続
申
請
の
結
果
が

届
き
ま
す
。
結
果
が
却
下
の
人
は

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

市
民
課

☎
61
・
１
６
２
２

第
50

回
「
が
ん
サ
ロ
ン
（
未

来
へ
）
定
例
会
」
を
開
き
ま
す

　

「
が
ん
サ
ロ
ン
（
未
来
へ
）
定

例
会
」
を
開
き
ま
す
。
が
ん
患
者

と
患
者
家
族
が
対
象
で
す
。
支
援

を
し
た
い
人
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。
交
流
会
で
は
、
お
茶
と

お
菓
子
を
用
意
し
ま
す
。

■
日
時　

７
月
21
日
㈮　

14
時
〜

（
２
時
間
程
度
）

■
場
所　

市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ

ー
西
館
６
階

■
内
容　

交
流
会（
意
見
交
換
会
）

■
参
加
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

市
立
総
合
医

療
セ
ン
タ
ー
地
域
医
療
支
援
室
☎

63
・
８
８
３
３

７
月
５
日
は
緊
急
地
震
速

報
訓
練
で
す

　

消
防
庁
の
主
催
で
全
国
一
斉
情

報
伝
達
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
訓
練
は
「
Ｊ
・
ア
ラ
ー
ト
」

で
受
信
し
た
情
報
を
防
災
行
政
無

線
で
自
動
的
に
放
送
で
き
る
か
確

認
を
行
う
た
め
の
も
の
で
す
。

　

訓
練
当
日
は
、
市
内
全
域
に
訓

練
放
送
が
流
れ
ま
す
。
机
の
下
に

隠
れ
る
な
ど
、
実
際
の
地
震
に
備

え
る
行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
訓
練
日
時　

７
月
５
日
㈬　

10

時
15
分
ご
ろ

■
問
い
合
わ
せ　

危
機
管
理
防
災

課
☎
61
・
１
６
０
４

年
金

医
療
セ
ン
タ
ー

防
災

市立図書館の休館日は、毎週月曜日と毎月第４木曜日です

（祝日と重なる場合は、祝日の翌日が休館日）市立図書館☎ 63-8401

nformationＩ
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市役所
から

お知らせです

納
期
は
お
忘
れ
な
く
！

納
期
限
＆
口
座
振
替
日

　

納
期
限
内
の
納
付
に
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
☎
61
・

１
６
３
０

家
屋
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す

　　

次
の
場
合
は
、
固
定
資
産
税
の

算
出
の
基
と
な
る
価
格
を
決
定
す

る
た
め
、
家
屋
の
調
査
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

①
平
成
29
年
中
に
家
屋
（
※
）
を

新
築
・
増
築
し
た
場
合

　

※
建
築
確
認
申
請
が
不
要
な
10

　

㎡
未
満
の
増
築
、
車
庫
や
倉
庫

　

な
ど
も
含
み
ま
す
。

②
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
（
一

部
取
り
壊
し
も
含
み
ま
す
）

　

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
固
定

資
産
税
係
☎
61
・
１
６
２
０

平
成
29
年
度
の

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　

平
成
29
年
度
の
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
年
間
保
険
料
は
７
月
中
旬

頃
に
通
知
し
ま
す
。
保
険
料
率
は

平
成
28
年
度
と
同
じ
で
す
。

均
等
割
額　

４
７
９
０
０
円

所
得
割
率　

９
・
26
％

保
険
料
額
（
年
額
）
＝
均
等
割
額

＋
所
得
割
額{

（
総
所
得
金
額
等

ー
33
万
円
）
×

９
・
26
％}

※
年
額
57
万
円
が
上
限
で
す
。

■
保
険
料
の
軽
減

○
所
得
が
低
い
人
の
均
等
割
額
の

　

軽
減
の
対
象
者
が
拡
大
さ
れ
ま

　

す
。

○
「
賦
課
の
も
と
と
な
る
所
得
金

　

額
」
が
58
万
円
（
総
所
得
金
額

　

な
ど
が
91
万
円
）
以
下
の
人
は

　

今
年
度
か
ら
軽
減
率
が
５
割
か

　

ら
２
割
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。          

○
被
用
者
保
険
加
入
に
扶
養
さ
れ

　

て
い
た
人
の
均
等
割
軽
減
率
は

　

９
割
か
ら
７
割
に
変
更
に
な
り

　

ま
し
た
。

■
保
険
料
の
納
付
方
法

①
特
別
徴
収

　

年
金
か
ら
の
天
引
き
で
納
付
。

　

原
則
と
し
て
２
月
徴
収
分
と
同

　

額
を
４
月
、
６
月
、
８
月
に
仮

　

徴
収
し
て
い
ま
す
。
年
間
保
険

　

料
か
ら
８
月
ま
で
に
徴
収
し
た

　

額
を
差
し
引
い
た
額
を
10
月
、

　

12
月
、
平
成
30
年
２
月
の
３
回

　

に
分
け
て
徴
収
し
ま
す
。

②
普
通
徴
収

　

納
付
書
や
口
座
振
替
で
納
付
。

　

７
月
か
ら
保
険
料
を
納
付
し
て

　

く
だ
さ
い
。
年
度
途
中
か
ら
特

　

別
徴
収
に
切
り
替
わ
る
場
合
も

　

あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
☎
61
・

１
６
１
０

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
証
が
更
新
さ
れ
ま
す

　

８
月
１
日
か
ら
使
用
で
き
る
新

し
い
保
険
証
（
青
色
）
を
７
月
中

に
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。
現

在
の
保
険
証
（
オ
レ
ン
ジ
色
）
は
、

８
月
１
日
か
ら
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

入
院
時
の
食
事
代
の
減
額
な
ど

の
申
請
が
で
き
ま
す
。

■
対
象
者　

市
の
後
期
高
齢
者
医

療
の
被
保
険
者
で
市
県
民
税
が
非

課
税
世
帯
の
人

■
内
容　

医
療
機
関
を
受
診
す
る

と
き
に
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
（
以
下
、
認

定
証
と
表
記
）
」
を
提
示
す
る
と
、

世
帯
の
所
得
区
分
に
応
じ
て
、
窓

口
で
の
医
療
費
の
支
払
い
が
限
度

額
ま
で
と
な
り
、
入
院
時
の
食
事

代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

入
院
中
（
入
院
予
定
）
の
人

で
、
ま
だ
認
定
証
を
持
っ
て
い
な

い
人
も
申
請
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
認
定
さ
れ
た
期
間
中
の
入
院
日

数
が
90
日
を
超
え
る
人
は
、
申
請

に
よ
り
食
事
代
が
さ
ら
に
減
額
さ

れ
ま
す
。
（
適
用
区
分
２
に
限
る
）

■
認
定
証
の
更
新　

す
で
に
認
定

証
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
更
新
の

申
請
は
不
要
で
す
。
７
月
中
に
新

し
い
保
険
証
と
一
緒
に
認
定
証

（
青
色
）
を
郵
送
し
ま
す
。
現

在
の
認
定
証
（
オ
レ
ン
ジ
色
）
は
、

８
月
１
日
以
降
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

市
民
課

☎
61
・
１
６
３
３

税目 期別 納期限
口座

振替日

固定資産税
第
２
期 ７

月
31
日
㈪

７
月
27
日
㈭

国民健康保険税

後期高齢者医療保険料

介護保険料

第
１
期

税

後
期
高
齢

イソヒヨドリ
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子
ど
も
の
予
防
接
種
時
は

母
子
健
康
手
帳
で
確
認
を
！

　

予
防
接
種
を
受
け
る
前
に
母
子

健
康
手
帳
の
中
の
今
ま
で
受
け
た

予
防
接
種
に
つ
い
て
確
認
を
行
い

ま
し
ょ
う
。　

予
防
接
種
予
約
時

や
接
種
時
は
母
子
健
康
手
帳
と
予

防
接
種
予
診
票
を
持
参
し
、
医
療

関
係
者
と
一
緒
に
予
防
接
種
履
歴

や
今
後
接
種
予
定
の
予
防
接
種
に

つ
い
て
確
認
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

予
防
接
種
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な

ど
で
心
配
な
と
き
は
、
市
保
健
セ

ン
タ
ー
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
保
健
セ
ン
タ

ー
☎
62
・
３
０
２
８

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
で
が
ん
検

診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

が
ん
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

を
送
付
し
ま
す
。
ク
ー
ポ
ン
券
は
、

９
月
か
ら
市
が
実
施
す
る
集
団
健

診
の
ほ
か
、
表
の
医
療
機
関
で
も

個
別
に
受
診
で
き
ま
す
。
早
め
に

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

受
診
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
ク

ー
ポ
ン
券
送
付
の
際
に
同
封
す
る

案
内
通
知
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
利
用
期
間　

８
月
１
日
㈫
〜
平

成
30
年
１
月
31
日
㈬

※
子
宮
頸
が
ん
検
診
・
乳
が
ん
検

診
に
つ
い
て
は
平
成
30
年
２
月
28

日
㈬
ま
で

■
対
象
者
・
ク
ー
ポ
ン
券
利
用
可

能
機
関

①
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
（
要

　

予
約
）

②
本
田
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク

③
市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
集
団
健

　

診
■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

市
保
健

セ
ン
タ
ー
☎
63
・
３
２
０
２

後
期
高
齢
者
の
た
め
の

「
歯
と
お
口
の
健
診
」

　

口
の
中
の
健
康
を
保
っ
て
お
か

な
い
と
、
飲
み
込
む
機
能
が
低
下

す
る
だ
け
で
な
く
、
糖
尿
病
や
心

臓
病
な
ど
の
全
身
の
病
気
に
か
か

り
や
す
く
な
り
ま
す
。
特
に
高
齢

に
な
る
と
、
む
せ
た
り
、
の
ど
に

つ
か
え
た
り
す
る
こ
と
が
多
く
な

り
、
口
の
中
の
細
菌
な
ど
が
誤
っ

て
肺
に
入
り
肺
炎
を
起
こ
す
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
年
に
１
回
は
「
歯

と
お
口
の
健
診
」
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

■
実
施
期
間　

〜
平
成
30
年
１
月

31
日
㈬

■
健
診
場
所　

市
が
委
託
し
た
歯

科
医
院

■
対
象
者　

熊
本
県
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
で
、
水
俣
市
に
住

所
を
有
す
る
人

※
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

は
除
き
ま
す

○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の

　

施
設
に
入
所
し
て
い
る
人

○
長
期
間
（
お
お
む
ね
６
カ
月
以

　

上
）
、
病
院
に
入
院
し
て
い
る
人

○
他
の
公
的
事
業
で
同
様
の
歯
科

　

健
診
を
受
け
た
人

■
健
診
費
用　

４
０
０
円

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

市
保
健

セ
ン
タ
ー
☎
63
・
３
２
０
２

蚊
に
ご
用
心
！

肌
の
露
出
は
極
力
避
け
て

　

南
米
地
域
で
蚊
が
媒
介
す
る
感

染
症
、
ジ
カ
熱
や
デ
ン
グ
熱
の
患

者
が
多
数
発
生
し
て
い
ま
す
。　

　

現
在
、
ジ
カ
熱
や
デ
ン
グ
熱
に

は
、
ワ
ク
チ
ン
や
特
異
的
な
治
療

法
は
存
在
し
ま
せ
ん
。
ジ
カ
熱
は

妊
婦
が
感
染
す
る
と
小
頭
症
な
ど

の
先
天
性
障
が
い
を
持
っ
た
子
ど

も
が
生
ま
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

デ
ン
グ
熱
で
は
出
血
を
伴
う
デ

ン
グ
出
血
熱
と
な
り
、
重
症
化
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

流
行
地
に
渡
航
す
る
場
合
は
、

現
地
で
蚊
に
刺
さ
れ
な
い
よ
う
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

や
ぶ
な
ど
蚊
が
い
そ
う
な
場
所

に
行
く
と
き
は
、
次
の
こ
と
に
気

を
付
け
ま
し
ょ
う
。

○
長
袖
シ
ャ
ツ
、
長
ズ
ボ
ン
な
ど

　

を
着
用
し
、
肌
の
露
出
を
避
け

　

ま
し
ょ
う
。

○
素
足
や
サ
ン
ダ
ル
履
き
は
で
き

　

る
だ
け
避
け
ま
し
ょ
う
。

○
必
要
に
応
じ
て
虫
よ
け
剤
な
ど

　

を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

蚊
の
発
生
を
減
ら
す
た
め
に
、

定
期
的
に
水
た
ま
り
の
除
去
・
清

掃
、
下
草
を
刈
る
な
ど
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
保
健
セ
ン
タ

ー
☎
62
・
３
０
２
８

医療機関

③

○

○

○

○

②

○

①

○

○

検査方法

集団・個別

集団・個別

集団

対象者
※年齢は平成29年

４月１日時点

20 歳の女性

40歳の女性

40歳の男女

40歳、45歳、50歳、

55歳､60 歳の男女

種類

子宮頸がん

乳がん

大腸がん

肝炎ウイルス

健
康

消防団員を募集しています！

応募・問い合わせは、危機管理防災課 危機管理防災室（☎ 61-1604）まで

nformationＩ
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国
民
健
康
保
険
税
を

見
直
し
ま
し
た

　

７
月
中
旬
に
、
平
成
29
年
度
分

の
国
保
税
納
税
通
知
書
を
発
送
し

ま
す
。

　

法
令
の
改
正
に
伴
い
、
所
得
が

低
い
世
帯
に
対
す
る
国
保
税
の
軽

減
対
象
を
、
平
成
29
年
度
分
か
ら

左
表
の
と
お
り
見
直
し
、
対
象
を

拡
充
し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
☎
 61
・

１
６
１
０

市
が
策
定
す
る
計
画
へ
の
意

見
を
公
募
し
ま
す

　

現
在
、
市
で
は
「
水
俣
市
建
築
物

耐
震
改
修
促
進
計
画
」
の
改
定
作

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

計
画
の
素
案
に
対
す
る
皆
さ
ん

か
ら
の
意
見
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象
者　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
者
な
ど

■
募
集
期
間　

７
月
３
日
㈪
〜
31

日
㈪

■
素
案
の
閲
覧
場
所

①
市
役
所
仮
庁
舎

　

▼
１
階
階
段
下
ス
ペ
ー
ス

　

▼
２
階
行
政
資
料
閲
覧
コ
ー
ナ
ー

　

▼
２
階
都
市
計
画
課
窓
口

②
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

③
市
立
図
書
館

④
総
合
体
育
館

⑤
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

⑥
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

⑦
も
や
い
館

⑧
保
健
セ
ン
タ
ー

⑨
お
れ
ん
じ
館

⑩
愛
林
館

⑪
湯
の
鶴
温
泉
保
健
セ
ン
タ
ー

⑫
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

■
提
出
方
法　

「
意
見
等
記
入
書
」

に
、
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
を
明
記

し
て
、
担
当
窓
口
に
持
参
す
る
か
、

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。「
意
見
等
記
入
書
」

は
各
閲
覧
場
所
に
備
え
付
け
て
い

る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
持
参
の
場
合
、
受
付
時
間
は
平

日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

■
提
出
・
問
い
合
わ
せ　

都
市
計

画
課
☎
61
・
１
６
２
１
／
FAX 

63
・

５
５
４
７
／
メ
ー
ル to

si@
city

.
m

in
am

ata.lg
.jp

市役所
から

お知らせです

国
保
国
保

意
見
公
募

軽減割合 所　得　基　準　額

２割軽減

改正前
33万円＋ 48万円×

（被保険者数＋特定同一世帯所属者数※）

改正後
33万円＋ 49万円×

（被保険者数＋特定同一世帯所属者数）

５割軽減

改正前
33万円＋ 26万５千円×

（被保険者数＋特定同一世帯所属者数）

改正後
33万円＋ 27万円×

（被保険者数＋特定同一世帯所属者数）

（表）国保税の軽減割合と所得基準額

※「特定同一世帯所属者」とは、国民健康保険から後期高齢者医
療制度へ移行した人で、移行後も継続して同一世帯に属する人です。

広報みなまた

有料広告募集中！

■申込・問い合わせ　総務課情報政策室
　　　　　　　　  　 ☎６１-１６５５

申し込み状況により、お待たせする場合があります。申し込
みはお早めに！
詳しくは、水俣市ホームページの広報みなまたのページにある
「広報みなまた広告掲載要綱および申込書」をご覧ください。

◆掲載料
　市内の個人・事業所
　１枠／10,000 円
　（市外は 30,000 円）

◆申込締切日
　掲載を希望する号の
　発行日の１カ月前
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　「
ひ
ゅ
ー
ー
ー
っ
、
ど
ん
！
」

　
日
本
で
も
ア
メ
リ
カ
で
も
、
夏
は
花
火

の
季
節
。
日
本
で
は
、
地
域
の
夏
祭
り
な

ど
に
合
わ
せ
て
花
火
大
会
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
ほ
と
ん
ど
の
花
火

大
会
は
ど
こ
で
も
同
じ
日
に
行
い
ま
す
。

そ
れ
は
７
月
４
日
の
独
立
記
念
日
で
す
。

　
１
７
７
６
年
に
、
ア
メ
リ
カ
の
13
の
植

民
地
の
代
表
が
フ
ィ
ラ
デ
ル

フ
ィ
ア
で
集
ま
り
、
英
国
と

の
関
係
の
断
絶
に
つ
い
て
議

論
し
た
結
果
、
７
月
2
日
に

独
立
決
議
を
可
決
。
そ
の
2

日
後
に
採
択
さ
れ
た
独
立
宣

言
で
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が

建
国
さ
れ
ま
し
た
。

　
独
立
記
念
日
に
は
、
パ
レ

ー
ド
や
野
外
コ
ン
サ
ー
ト
、

近
所
と
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
パ

ー
テ
ィ
ー
、
夜
の
花
火
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
や
り
方
で
ア
メ

リ
カ
の
独
立
を
祝
い
ま
す
。

私
が
子
ど
も
の
こ
ろ
、
独
立
記
念
日
で

も
っ
と
も
楽
し
み
に
し
て
い
た
の
が
、
市

町
村
が
開
く
花
火
大
会
。
な
ぜ
な
ら
、

花
火
は
こ
の
日
以
外
に
あ
ま
り
見
る
こ
と

が
で
き
な
い
、
年
に
1
回
だ
け
の
楽
し
み

だ
っ
た
か
ら
で
す
。

　
ア
メ
リ
カ
で
は
、
花
火
は
危
険
物
と
し

て
認
識
さ
れ
て
い
る
た
め
、
基
本
的
に
厳

し
く
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。
完
全
に
禁
止

さ
れ
て
い
る
州
も
４
つ
あ
る
ほ
ど
で
す
。

あ
な
た
は
大
丈
夫
？

「
慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
」

♥
「
慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
」
と

は
？

　
慢
性
腎
臓
病（
C
h
r
o
n
i
c

K
i
d
n
e
y
　
D
i
s
e
a
s
e
）

は
、腎
臓
の
働
き
が
徐
々
に
低
下
し

て
い
く
さ
ま
ざ
ま
な
腎
臓
病
の
総
称

で
す
。成
人
の
８
人
に
１
人
が
罹
患

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
新
た
な
国

民
病
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
の
水
俣
市
国
保
の
特
定
健

診
受
診
者
で
は
、４
人
に
１
人
が
慢

性
腎
臓
病
に
該
当
し
、特
に
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
、
高
尿
酸
血

症（
痛
風
）の
人
が
多
く
該
当
す
る
傾

向
に
あ
り
ま
し
た
。

　
慢
性
腎
臓
病
に
気
付
か
ず
に
放
置

す
る
と
、腎
臓
の
働
き
が
徐
々
に
悪

化
し
、透
析
や
腎
移
植
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

　
ま
た
、心
筋
�
塞
や
脳
卒
中
に
か

か
る
可
能
性
が
、慢
性
腎
臓
病
の
人

で
は
約
３
倍
に
な
る
と
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
腎
臓
だ
け
の
問
題
で
は
な

く
、全
身
の
血
管
系
の
問
題
と
し
て

捉
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

♥
早
く
見
つ
け
る
た
め
に
は
？

　
慢
性
腎
臓
病
は
、透
析
が
必
要
な

ほ
ど
に
進
行
す
る
ま
で
自
覚
症
状
が

ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
発
見
が
遅
れ

が
ち
で
す
。

　
慢
性
腎
臓
病
の
有
無
は「
尿
蛋
白
」

と「
腎
機
能（
ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
）」の
値
で
判

断
し
ま
す
。こ
れ
ら
は
、尿
検
査
と
血

液
検
査（
血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
）と
い

う
簡
単
な
検
査
で
調
べ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。年
に
１
回
は
特
定
健
診
や

事
業
所
で
の
健
康
診
断
を
受
け
て
、

早
期
発
見
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
！

　
も
し
、慢
性
腎
臓
病
に
該
当
し
た

ら
、腎
機
能
低
下
の
原
因
と
な
る
病

気
の
治
療
や
、食
事
な
ど
の
生
活
習

慣
の
改
善
で
進
行
を
抑
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。こ
の
場
合
も
や
は
り
、少

し
で
も
早
く
発
見
し
て
治
療
に
取
り

組
む
こ
と
が
大
事
で
す
。

♥16

   

♥
問
い
合
わ
せ
　
水
俣
市
保
健
セ
ン
タ

ー
☎
62
・
３
０
２
８

ー こころとカラダのお話 ー

蒸し暑い日が続きます。熱中症は腎臓

にも良くないそうですよ。ご注意を！

今月も【ここ♥カラ】お届けします。

一
般
の
人
は
、
手
持
ち
花
火
な
ど
の
小
さ

い
も
の
し
か
購
入
で
き
ず
、
使
え
る
場
所

も
制
限
さ
れ
て
い
る
上
に
、
独
立
記
念
日

の
前
後
に
し
か
買
え
な
い
州
も
あ
り
ま
す
。

　
私
が
通
っ
て
い
た
大
学
は
イ
ン
デ
ィ
ア

ナ
州
の
東
部
、
花
火
の
規
制
が
厳
し
い
オ

ハ
イ
オ
州
と
の
州
境
に
と
て
も
近
い
と
こ

ろ
に
あ
り
ま
し
た
。
州
境
ま
で
1
0
0
m

　
　
　
　
く
ら
い
の
と
こ
ろ
に
大
き
な
花

　
　
　
　
火
専
門
店
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に

　
　
　
　
は
、
花
火
を
買
っ
て
イ
ン
デ
ィ

　
　
　
　
ア
ナ
州
内
で
使
う
た
め
に
オ
ハ

　
　
　
　
イ
オ
州
か
ら
来
て
い
る
人
が
た

　
　
　
　
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
そ
の
一
方

　
　
　
　
で
規
制
が
比
較
的
緩
い
都
市
で

　
　
　
　
は
、
市
営
の
花
火
大
会
が
終

　
　
　
　
わ
っ
て
も
夜
通
し
花
火
の
音
が

　
　
　
　
聞
こ
え
、
建
物
の
屋
上
に
上

　
　
　
　
れ
ば
、
打
ち
上
げ
花
火
が
あ

　
　
　
　
ち
ら
こ
ち
ら
で
見
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
実
は
、
ア
メ
リ
カ
の
花
火
大

　
　
　
　
会
は
日
本
と
比
べ
て
、
時
間

が
短
く
規
模
も
小
さ
い
で
す
。
日
本
の
花

火
に
慣
れ
て
し
ま
い
、
ア
メ
リ
カ
の
花
火

が
物
足
り
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、

日
本
に
い
る
間
に
た
く
さ
ん
の
花
火
大
会

を
見
に
行
き
た
い
で
す
！

題字／エリカ

エリカのへゼリフ
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水
俣
環
境
ア
カ
デ
ミ
ア 

ジ
ュ
ニ
ア
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー

　

水
俣
環
境
ア
カ
デ
ミ
ア
で
は
、

小
学
校
高
学
年
か
ら
中
学
生
ま
で

を
対
象
と
し
て
、
大
学
教
授
や
研

究
者
な
ど
が
講
師
を
務
め
て
、
講

義
を
行
い
ま
す
。
参
加
は
無
料
で

す
。
夏
休
み
の
自
由
研
究
や
環
境

学
習
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

■
講
義
内
容

①
携
帯
電
話
の
中
か
ら
宝
探
し

　

（
熊
本
大
学 

橋
新
准
教
授
）

②
ホ
タ
ル
の
光
で
清
潔
度
チ
ェ
ッ
ク

　

（
崇
城
大
学 

岩
原
名
誉
教
授
）

③
食
べ
残
し
や
ご
み
か
ら
燃
料
を

　

作
ろ
う

　

（
熊
本
大
学 

鳥
居
教
授
）

④
水
俣
湾
の
ち
い
さ
な
住
人

　

（
国
水
研 

森
研
究
員
）

⑤
植
物
の
力
で
電
気
を
作
ろ
う

　

（
熊
本
県
立
大
学 

田
中
准
教
授
）

■
日
時　

８
月
９
日
㈬　

９
時
〜

15
時
30
分

■
定
員　

30
人
程
度

■
場
所　

水
俣
環
境
ア
カ
デ
ミ
ア

（
旧
水
俣
高
校
跡
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

水
俣
環

境
ア
カ
デ
ミ
ア
☎
 84
・
９
７
１
１

み
ん
な
遊
び
に
お
い
で
！

丸
島
神
社
「
祇
園
さ
ん
祭
り
」

　

祇
園
さ
ん
祭
り
を
開
催
し
ま

す
。
当
日
は
豪
華
商
品
の
抽
選
会
、

「
だ
ご
」
の
無
料
配
布
も
あ
り
ま

す
。
皆
さ
ん
そ
ろ
っ
て
遊
び
に
来

て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

７
月
23
日
㈰　

17
時
30

分
〜

■
場
所　

丸
島
神
社
（
祇
園
さ
ん
）

■
問
い
合
わ
せ　

４
区
自
治
会
事

務
所
・
田
中
☎
 62
・
３
４
４
７

水
中
運
動
教
室

「
ミ
ッ
ト
ア
ク
ア
」

　

水
の
抵
抗
・
浮
力
を
有
効
利
用

し
て
行
う
、
全
身
の
体
力
レ
ベ
ル

の
向
上
・
肥
満
解
消
を
目
的
に
し

た
水
中
運
動
で
す
。
音
楽
に
合
わ

せ
て
楽
し
く
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
し

ま
し
ょ
う
！

■
日
時　

７
月
11
日
㈫　

13
時
〜

14
時

■
場
所　

市
総
合
体
育
館
温
水
プ

ー
ル

■
定
員　

20
人

■
参
加
料　

１
回
５
０
０
円

※
定
期
券
、
回
数
券
を
持
っ
て
い

る
人
は
、
２
０
０
円
で
参
加
で
き

ま
す
。

■
持
参
品　

水
着
、
キ
ャ
ッ
プ
、
タ

オ
ル

■
問
い
合
わ
せ　

水
俣
市
立
総
合

体
育
館
☎
 63
・
３
３
３
９

水
俣
エ
コ
ハ
ウ
ス
で
「
ピ
カ

ピ
カ
泥
だ
ん
ご
」
を
つ
く
ろ
う

　

水
俣
エ
コ
ハ
ウ
ス
で
は
、
１
日

に
１
組
を
募
集
し
、
泥
だ
ん
ご
づ

く
り
を
行
い
ま
す
。

　

泥
だ
ん
ご
は
水
俣
エ
コ
ハ
ウ
ス

の
壁
と
同
じ
作
り
の
、
土
で
で
き

◎税務課

　市民税係☎ 61 ｰ 1610

　収納対策室☎ 61 ｰ 1630

　固定資産税係☎ 61 ｰ 1620

◎市民課　

　戸籍住民係☎ 61 ｰ 1611

　年金医療保険係☎ 61 ｰ 1633

　市民生活係☎ 61 ｰ 1656

◎福祉課

　生活支援室（総務）☎ 61 ｰ 1640

　　　　　　  （生活支援）☎ 61 ｰ 1670

　子ども子育て支援室☎ 61 ｰ 1660

　障がい福祉支援係☎ 61 ｰ 1650

◎環境課

　環境政策室☎ 61 ｰ 1612

　環境衛生係☎ 61 ｰ 1613

　水俣病・もやい推進係☎ 61 ｰ 1647

　環境クリーンセンター☎ 62 ｰ 4101

◎いきいき健康課

　健康推進係☎ 62 ｰ 3028

　高齢介護支援室☎ 63 ｰ 3051

◎都市計画課建築住宅係☎ 61 ｰ 1621

◎土木課道路維持係☎ 61 ｰ 1625

◎下水道課☎ 61 ｰ 1627

◎水道局☎ 63 ｰ 2604

◎教育総務課☎ 61 ｰ 1637

※その他の窓口は☎ 63 ｰ 1111 へ

　お尋ねください。

暮
ら
し
の

　   
情
報

た
芯
に
し
っ
く
い
を
塗
っ
た
ボ
ー

ル
で
す
。
色
も
つ
け
て
磨
い
て
仕

上
げ
ま
す
。

　

泥
だ
ん
ご
作
り
を
通
し
て
、
伝

統
的
な
左
官
の
技
術
と
、
夏
の
水

俣
エ
コ
ハ
ウ
ス
を
体
験
し
ま
せ
ん

か
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。
汚
れ
て
も

い
い
服
装
で
来
て
く
だ
さ
い
。

　

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。
子

ど
も
の
み
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
日
時　

７
月
26
日
㈬
・
８
月
２

日
㈬
・
９
日
㈬
・
16
日
㈬
・
23
日

㈬　

13
時
〜
15
時

■
定
員　

先
着
１
日
１
組
（
１
組

最
大
４
個
ま
で
作
れ
ま
す
）

■
場
所　

水
俣
エ
コ
ハ
ウ
ス

■
持
参
品　

飲
み
物

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

水
俣
エ

コ
ハ
ウ
ス
☎
84
・
９
０
０
６
（
開

館
10
時
〜
16
時
、
月
曜
休
館
）

催  し

完成した泥だんご

18広報みなまた 2017.7.1

　はじめて読んだのは大学生のこ
ろだった。久しぶりに読むと、お
母ちゃんの目線になって読む自分
に気づいた。
　いつも怒られてばかりいる男の
子が七夕の短冊に書いた願いごとは
「おこだでませんように」だった。男の子が心をこ
めて願いごとを書く姿に、目頭が熱くなった。最後
におかあちゃんが「ふたりともおかあちゃんのたか
らものやで」と二人の子どもをいつまでも抱っこす
る場面でも涙がとまらなかった。
　子どもたち、親、子どもと関わる仕事をしている
人などに読んでもらいたい。子どもも子どもなりにち
ゃんと考えて一生懸命生きている、どんな子でも一
人一人が大切な存在なのだと心に染みた１冊。

■リーダーの教養書／出口治明 ほか

■臨終、ここだけの話／志賀貢

■ばぁば 92 年目の隠し味／鈴木登紀子

■ハッチとマーロウ／青山七恵

■潮騒はるか／葉室麟

■でんしゃずし／丸山誠司

水俣市立図書館  ☎６３ー８４０１

■ 図書館内７月特設コーナー ■

「今日の空はどんな空？」

じっくりと空を見上げたことはありますか？
果てしなく広がる宇宙は謎と神秘に満ちています。　
星座、天気、宇宙などに関する本を集めています。
梅雨が明けたら空を見上げてみよう！

��������������������������近人気の本！最

  開館：火曜日～金曜日 ９時～ 19 時 （土日祝日は17時まで）

みな図書　日本一の読書のまちづくり

　  みな図書川柳
　初孫と　絵本めくる日　楽しみに

 　　詠
よ

み人
びと

  ブルゾンちよみ さん  （52 歳・梅戸町）

オススメ本

『おこだでませんように』（小学館）

作／くすのきしげのり・絵／石井聖岳

春木 菜都子さん・夕佳ちゃん・逢那ちゃん 

子育ての心がけ 「 笑顔 」 

in こどもセンターオススメオススメ

みなまた環境
絵本『すずこ』

分
〜

■
参
加
料　

３
０
０
円
（
材
料
代
）

★
共
通
事
項

■
場
所　

市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

■
定
員　

15
人
程
度

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

市
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
☎
84
・
９
９
０
９

（
開
館
時
間　

11
時
〜
18
時
、日
祝

休
館
）

「
手
作
り
エ
コ
バ
ッ
グ
」
作

品
募
集
！

　　

県
環
境
セ
ン
タ
ー
で
は
８
月
29

日
㈫
か
ら
10
月
22
日
㈰
ま
で
開
催

す
る
「
手
作
り
エ
コ
バ
ッ
グ
」
展

で
展
示
す
る
エ
コ
バ
ッ
グ
を
募
集

し
ま
す
。
素
材
や
大
き
さ
は
問
い

ま
せ
ん
。

■
応
募
作
品　

手
作
り
エ
コ
バ
ッ

グ
（
既
製
品
は
不
可
。
素
材
は
自

由
）

■
応
募
締
切
日　

８
月
22
日
㈫

■
申
し
込
み
方
法　

①
事
前
に
電
話
ま
た
は
来
館

②
申
込
者
に
出
品
票
を
渡
し
ま
す
。

　

必
要
事
項
を
記
入
し
、
作
品
と

　

一
緒
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

〒
８
６
７

ー
０
０
５
５
、
明
神
町
55
番
１
号

県
環
境
セ
ン
タ
ー
☎
62
・
２
０
０
０
／

FAX 

62
・
１
２
１
２

／
メ
ー

ル

ce
n

te
r@

k
u

m
a

m
o

to
-e

co
.jp

（
原
則
、
月
曜
日
休
館
）

カ
ナ
ヅ
チ
さ
ん
集
ま
れ
〜

児
童
水
泳
教
室
で
練
習
だ
♪

■
学
年
・
期
間
・
時
間

●
小
学
１
〜
２
年
生

　

７
月
25
日
㈫
〜
29
日
㈯

　

17
時
30
分
〜
18
時
30
分

●
小
学
３
〜
６
年
生

　

８
月
１
日
㈫
〜
５
日
㈯

　

17
時
30
分
〜
18
時
30
分

■
場
所　

市
総
合
体
育
館
児
童
プ

ー
ル
（
屋
外
プ
ー
ル
）

■
対
象
者　

泳
げ
な
い
か
、
泳
力

向
上
を
希
望
す
る
小
学
生
（
25
ｍ

泳
げ
る
児
童
は
対
象
外
）

■
定
員　

各
40
人

■
参
加
料　

３
千
円
（
利
用
料
、

保
険
料
な
ど
）

※
受
付
時
に
徴
収

■
受
付
日
時
・
場
所　

７
月
８
日

㈯　

17
時
〜
・
市
総
合
体
育
館
温

水
プ
ー
ル
前
フ
ロ
ア

※
電
話
で
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ　

水
泳
協
会
・
松

本
☎
０
９
０
・
４
４
８
７
・
８
１
８
２

第
17

回
地
域
交
流
ま
ど
か

夏
祭
り

　

今
年
も
ま
ど
か
夏
祭
り
を
開
催

し
ま
す
。
楽
し
い
ス
テ
ー
ジ
や
露

店
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で

す
。
恒
例
の
お
楽
し
み
抽
選
会
も

あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く

だ
さ
い
♪

■
日
時　

７
月
22
日
㈯　

17
時
〜

（
雨
天
決
行
）

■
場
所　

ま
ど
か
園
特
設
会
場

■
内
容　

○
ス
テ
ー
ジ　

合
唱
、
月
浦
婦
人

　

会
踊
り
、
水
俣
市
民
吹
奏
楽
団
、

　

舞
鶴
太
鼓 

な
ど

○
露
店　

焼
き
そ
ば
、
焼
き
鳥
、

　

た
こ
焼
き
、
カ
レ
ー
、
か
き
氷
、

　

キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー 

な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

支
援
セ
ン
タ
ー

ま
ど
か
☎
 61
・
１
５
１
５

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
イ
ベ
ン

ト
情
報

★
消
防
署
に
よ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
座

　

人
が
集
ま
る
場
所
に
設
置
さ
れ

て
い
る
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
」
を
使
用
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
？

　

実
際
に
手
で
触
れ
て
、
正
し
い

利
用
方
法
を
習
得
し
、
万
一
の
時

に
備
え
て
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
を

学
び
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　

７
月
11
日
㈫　

13
時
30

分
〜

■
参
加
料　

無
料

★
エ
コ
ラ
イ
フ
手
芸
教
室

　

６
月
９
日
の
教
室
で
作
っ
た
牛

乳
パ
ッ
ク
の
椅
子
に
カ
バ
ー
を
つ

け
ま
す
。
椅
子
作
り
に
参
加
し
て

い
な
い
人
も
、
リ
ン
グ
編
み
に
参

加
で
き
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
リ
ン
グ
編
み
を
マ

ス
タ
ー
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　

７
月
18
日
㈫　

13
時
30
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マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
料
理

教
室
を
開
催
し
ま
す
！

　

玄
米
と
野
菜
を
基
本
に
し
た
素

材
本
来
の
お
い
し
さ
を
引
き
出
す

料
理
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

今

回
の
メ
ニ
ュ
ー
は
・
玄
米
小
豆
ご

飯
・
車く

る
ま
ふ麩

の
串
カ
ツ
・
豆
乳
ド
レ

ッ
シ
ン
グ
サ
ラ
ダ
・
人
参
ゼ
リ
ー

で
す
。

■
定
員　

15
人

■
講
師　

角
屋
敷
ま
り
子
さ
ん

（
正
食
協
会
師
範
）

■
受
講
料　

１
回
千
円
（
材
料
代
、

資
料
込
）

■
日
時　

７
月
18
日
㈫　

10
時
〜

14
時

■
場
所　

は
つ
の
・
あ
そ
び
の
森

こ
ど
も
園
純
青
館

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

は
つ
の
・

あ
そ
び
の
森
・
こ
ど
も
園
堀
田
☎

63
・
６
７
２
１
／
FAX　

63
・
０
１
３
４

／
メ
ー
ル in

fo
@

h
atsu

n
o

.n
e

t

小
笠
原
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス

ク
ー
ル

　

（
公
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

で
は
、「
第
６
回
小
笠
原
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
」
の
参
加
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
世
界
自

然
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
小
笠
原
諸

島
父
島
を
舞
台
に
、
全
国
か
ら
子

ど
も
た
ち
が
参
加
し
、
海
・
森
の
自

然
体
験
活
動
や
野
外
炊
飯
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
し
ま
す
。

　

小
笠
原
の
美
し
い
自
然
の
中
で
、

初
め
て
出
会
っ
た
仲
間
と
助
け
合

う
楽
し
さ
や
大
切
さ
を
学
び
、
友

情
を
深
め
、
積
極
的
に
自
分
か
ら

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
そ
の
一
歩
を
踏

み
出
し
て
も
ら
い
ま
す
。

■
期
間　

８
月
15
日
㈫
〜
21
日
㈪

■
場
所　

東
京
都
小
笠
原
村
父
島

■
定
員　

30
人　

■
対
象　

小
学
３
年
生
〜
中
学
３

年
生

■
申
込
締
切
日　

７
月
20
日
㈭

■
参
加
料　

９
万
円

※
別
途
、
旅
費
（
往
復
船
代
、
チ
ャ

ー
タ
ー
ボ
ー
ト
代
な
ど
）
が
必
要

で
す
。
旅
費
は
出
発
地
に
よ
り
異

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

（
公
財
）
国
際
青

少
年
研
修
協
会
☎
 03
・
６
４
１
７
・

９
７
２
１
／
メ
ー
ルin

fo
@

k
sk

k
.

o
r.jp

第62回

今年のポスターの原画を作成した
岩井美咲さん（水俣高校２年）

◆イベント
スケジュー

ル（予定）

オープニングセレモニー

(14:10 ～15:30 水俣駅前広場ふれあい館）

市民パレード

（15:40 ～17:40 水俣駅前広場ふれあい館

　　　　　　　　　　　～君島タクシー前）

市民総おどり

（19:00 ～20:30 司屋旅館前～百楽苑前）

◆問い合わせ

　水俣商工会議所☎63‒2128

　市経済観光課☎ 61‒1628

絵の中に、２つの小さな

ハート♥を隠しました！

よ～く探して、見つけて

ください♪

恋龍祭に伴って

交通規制を実施します
○自動車、原付、自転車の乗り入れはできません。
○警備員・係員の指示に従って通行してください。
○バスは国道３号にう回して運行します。

①多々良踏切～司屋旅館前
　13:30 ～ 17:40
　（パレード通過後解除）
②司屋旅館前～百楽苑前
　13:30 ～ 21:30
③蜂楽饅頭前～君島タクシー前
　13:30 ～ 17:40
　（パレード通過後解除）

①

③

国道３号至 出水

●●
水俣駅前広場
ふれあい館

司屋旅館

●
岡部病院

●
百楽苑

●
君島
タクシー●

肥後銀行

●
蜂楽饅頭

●
しまむら

7/16㈰
荒天時は1

7日㈪・㈷

●

協立
クリニック

六ツ角

多々良踏切

②
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「
カ
ヌ
ー
体
験
会
」

海
で
カ
ヌ
ー
に
乗
っ
て
み
よ
う

■
開
催
日　

７
月
23
日
㈰
・
30
日
㈰

※
強
風
お
よ
び
雨
天
中
止

■
時
間 

左
表
の
と
お
り

■
参
加
料
（
保
険
料
込
み
）

○
大
人　

千
円

○
小
学
生
以
上
16
歳
未
満　

５
０

　

０
円
（
必
ず
保
護
者
同
乗
）

■
持
参
品　

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、

着
替
え
、
帽
子 

な
ど

※
濡
れ
て
も
よ
い
服
、
靴
で
来
て

く
だ
さ
い

■
集
合
場
所　

実
生
の
森
駐
車
場

■
申
し
込
み
方
法　

氏
名
、
性
別
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
エ
コ
パ
ー
ク

水
俣
管
理
事
務
所
に
直
接
申
し
込

む
か
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

エ
コ
パ

ー
ク
水
俣
管
理
事
務
所
☎
62
・
７
５

０
１
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
共
通
）
／
メ
ー
ル

in
fo

@
m

in
am

ata-ko
u

en
.co

m

「
夏
休
み
い
な
か
学
校
２
０
１

７
」に
参
加
し
よ
う
！

★
参
加
者
募
集

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
ち
の
水
俣
で
、
わ
く
わ
く
す
る

夏
休
み
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

■
対
象
者　

水
俣
市
内
に
宿
泊
先

を
確
保
で
き
る
小
学
生
（
市
内
在

住
枠
、
市
外
在
住
枠
と
も
）

■
期
間　

７
月
31
日
㈪
〜
８
月
11

日
㈮
（
予
定
）

■
定
員　

各
ク
ー
ル
15
人
程
度

■
場
所　

旧
水
俣
第
三
中
学
校
体

育
館
、
あ
さ
ひ
ま
ち
商
店
街
い
な

か
学
校

★
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

遊
び
を
教
え
て
く
れ
る
人
、
海

釣
り
を
教
え
て
く
れ
る
人
、
昼
食

づ
く
り
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
人
、

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

※
チ
ラ
シ
は
あ
さ
ひ
ま
ち
商
店
街

の
い
な
か
学
校
拠
点
な
ど
で
配
布

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
見
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

藤
本
☎
０
７
０
・

６
４
３
１
・
３
６
３
６
／
メ
ー
ル 

in
fo

@
h

e
a

rtre
la

y
.co

m

／
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ h

ttp
://h

eartrelay
.co

m
/in

a
k

a
g

a
k

k
o

/in
d

e
x

.
h

tm
l

「
創
作
童
話
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

参
加
者
募
集

　

み
な
ま
た
環
境
絵
本
大
賞
の
関

連
事
業
と
し
て
、
作
家
の
本
木
洋

子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
て
創
作
童

話
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
！

　

参
加
は
無
料
で
す
が
事
前
の
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。

★
こ
ど
も
部
門(

小
学
生)

「
物
語
の
樹
」
づ
く
り
編

■
日
時
・
対
象
者　

７
月
29
日
㈯

①
９
時
〜
12
時　

市
内
在
住
の
小

　

学
１
〜
３
年
生

②
13
時
30
分
〜
16
時
30
分　

市
内

　

在
住
の
小
学
４
〜
６
年
生

■
場
所　

水
俣
環
境
ア
カ
デ
ミ
ア

■
定
員　

各
20
人

★
一
般
部
門

「
物
語
の
基
礎
」
づ
く
り
編

■
日
時　

７
月
30
日
㈰　

９
時
〜

16
時

■
場
所　

大
川
地
区
公
民
館
（
旧

大
川
分
校
）

※
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
あ
り

■
対
象
者　

高
校
１
年
生
以
上
も

し
く
は
16
歳
以
上
（
市
外
在
住
者

も
参
加
可
）

■
定
員　

20
人

★
こ
ど
も
部
門(

中
学
生)

「
言
葉
の
力
」
体
感
編

■
日
時　

８
月
１
日
㈫　

10
時
〜

16
時

■
場
所　

水
俣
環
境
ア
カ
デ
ミ

ア
・
中
尾
山　

※
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
あ
り

■
対
象
者　

水
俣
市
内
の
中
学
生

■
定
員　

20
人

★
共
通
事
項

■
内
容　

「
も
う
ひ
と
つ
の
時
間
」

っ
て
な
に
？ 

想
像
し
て
、
創
造
し

よ
う

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

市
立
図

書
館
☎
63
・
８
４
０
１

時間 定員

１回目 9:30 ～ 10:00

６人

２回目 10:30 ～ 11:00

３回目 11:30 ～ 12:00

４回目 13:00 ～ 13:30

５回目 14:00 ～ 14:30

▲昨年のワークショップの様子
　「地球カレンダー」で物語作り

【
有
料
広
告
】
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水
俣
芦
北
広
域
行
政
事
務

組
合
職
員
採
用
試
験

■
日
時　

９
月
17
日
㈰　

８
時
30

分
〜

■
場
所　

芦
北
町
役
場
３
階
会
議
室

■
職
種　

消
防
／
一
般
事
務

■
採
用
予
定
数　

各
１
人
程
度

■
受
験
資
格　
　
　

○
消
防　

平
成
５
年
４
月
２
日
か

　

ら
平
成
12
年
４
月
１
日
ま
で
に

　

生
ま
れ
た
人

○
一
般
事
務　

昭
和
59
年
４
月
２

　

日
〜
平
成
12
年
４
月
１
日
ま
で

　

に
生
ま
れ
た
人

■
試
験
内
容　
　

○
消
防

　

①
教
養
試
験
（
高
校
卒
業
程
度
）

　

②
作
文
試
験

　

③
適
性
（
消
防
適
性
検
査
（
A
）
）

○
一
般
事
務

　

①
教
養
試
験
（
高
校
卒
業
程
度
）

　

②
作
文
試
験

　

③
適
性
（
事
務
適
性
検
査
）

■
受
付
期
間　

 

７
月
24
日
㈪
〜

８
月
10
日
㈭
（
当
日
消
印
有
効
）

※
持
参
の
場
合
は
土
日
を
除
く

(

受
付
時
間
は
、
午
前
８
時
30
分

〜
17
時
）

■
申
込
書
の
請
求

①
消
防
本
部
ま
た
は
事
務
局
で
請
求

②
郵
送
で
の
請
求
の
場
合
、
封
筒

　

の
表
に
「
消
防
本
部
採
用
試
験

　

申
込
書
請
求
」
も
し
く
は
「
事

　

務
局
採
用
試
験
申
込
書
請
求
」

　

と
朱
書
き
し
、
１
４
０
円
切
手

　

を
貼
っ
た
宛
先
明
記
の
返
信
用

　

封
筒
（
角
２
）
を
同
封
し
て
請
求

③
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

　

ー
ド　

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

〒
８
６

７
ー
０
０
０
３
、
ひ
ば
り
ケ
丘
３

番
12
号

○
消
防

　

水
俣
芦
北
広
域
行
政
事
務
組
合

　

消
防
本
部
総
務
課
☎
63
・
１
１

　

９
１

○
一
般
事
務

　

水
俣
芦
北
広
域
行
政
事
務
組
合

　

事
務
局
総
務
課
☎
63
・
１
１
２
８

　

／
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ h

ttp
://w

w

　

w
.m

afd
1

1
9

.co
m

消
防
設
備
士

甲
種
・
乙
種
試
験

　　

今
年
度
の
第
１
回
、
第
２
回
の

試
験
に
つ
い
て
は
、
下
表
の
と
お

り
で
す
。
詳
し
い
内
容
は
、
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
試
験
願
書
・
案
内
配
布
場
所　

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本
県

支
部
、
水
俣
消
防
署
な
ど
に
７
月

４
日
㈫
以
降
に
配
布

■
問
い
合
わ
せ　

（
一
財
）
消
防
試

験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部
☎

０
９
６
・
３
６
４
・
５
０
０
５
／
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ　

h
ttp

s://w
w

w
.

sh
o

u
b

o
-sh

ike
n

.o
r.jp

平
成
29
年
度

入
国
警
備
官
採
用
試
験

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

■
第
１
次
試
験　

９
月
24
日
㈰

■
受
験
資
格

◆
警
備
官　

①
平
成
29
年
４
月
１
日
に
お
い
て

　

高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学

　

校
を
卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら

　

起
算
し
て
５
年
を
経
過
し
て
い

　

な
い
人
お
よ
び
平
成
30
年
３
月

　

ま
で
に
高
等
学
校
ま
た
は
中
等

　

教
育
学
校
を
卒
業
す
る
見
込
み

　

の
人

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
人
に
準

　

ず
る
と
認
め
る
人

◆
警
備
官
（
社
会
人
）

　

昭
和
52
年
４
月
２
日
以
降
に
生

　

ま
れ
た
人
（
右
の
①
に
規
定
す

　

る
期
間
が
経
過
し
た
人
お
よ
び

　

人
事
院
が
当
該
者
に
準
ず
る
と

　

認
め
る
人
）

■
受
付
期
間

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

７
月
18
日
㈫
９
時
〜
27
日
㈭　

　

▼
申
し
込
み
専
用
ア
ド
レ
ス

　

h
ttp

://w
w

w
.jin

ji-sh
ik

e
n

.

　

g
o

.jp
/ju

ke
n

.h
tm

l

○
郵
送
ま
た
は
持
参

　

７
月
18
日
㈫
〜
20
日
㈭

■
問
い
合
わ
せ　

福
岡
入
国
管
理

局
☎
０
９
２
・
７
１
７
・
５
４
２
０

試験種類 試験日 願書受付期間 試験地

甲種全類

乙種全類

第１回
9 月 3 日㈰

第２回
9 月 10 日㈰

書面
申請

7 月 20 日㈭～ 27 日㈭

熊本市

電子
申請

7 月 17 日㈪～ 24 日㈪

試  験

消防設備士試験の試験日・願書受付期間

【
有
料
広
告
】
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自
衛
官
を
募
集
し
ま
す
！

★
一
般
曹
候
補
生
（
１
次
・
男

女
）
／
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

■
受
験
資
格　

18
歳
〜
27
歳

■
試
験
日　

９
月
16
日
㈯

■
予
定
試
験
場
所　

八
代
市

※
自
衛
官
候
補
生
の
女
子
の
試
験

は
別
日
予
定

★
航
空
学
生
（
１
次
）

■
受
験
資
格　

○
海
上
自
衛
隊　

18
歳
〜
23
歳

○
航
空
自
衛
隊　

18
歳
〜
21
歳

■
試
験
日　

９
月
18
日
㈪

■
試
験
場
所　

未
定

※
記
載
内
容
に
つ
い
て
は
変
更
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す

■
問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
水
俣
地

域
事
務
所
☎
63
・
５
８
６
３

女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
世
界
選

手
権
大
会
を
盛
り
上
げ
よ
う

　

平
成
31

年
に
熊
本
で
開
催
さ
れ

る
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
世
界
選
手

権
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
募
集

し
ま
す
。

　

採
用
さ
れ
た
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
は
、
大
会
の
各
種
広
報
物
な
ど

に
使
用
さ
れ
ま
す
。
誰
で
も
応
募

可
能
で
す
。
募
集
要
項
な
ど
詳
し

く
は
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。
た
く
さ
ん
の

応
募
を
待
っ
て
い
ま
す
！

■
募
集
期
間　

７
月
１
日
㈯
〜
31

日
㈪

■
最
優
秀
賞　

賞
金
10
万
円
、
副

賞■
問
い
合
わ
せ　

熊
本
国
際
ス

ポ
ー
ツ
大
会
推
進
事
務
局
☎

０
９
６
・
３
３
３
・
２
５
６
０

ひ
と
り
親
家
族
な
ど
の
子
ど
も

た
ち
の
学
習
を
応
援
し
ま
す

　

県
で
は
、「
塾
に
通
う
こ
と
が
難

し
い
」「
勉
強
の
習
慣
を
身
に
付
け

た
い
」
な
ど
の
悩
み
を
抱
え
る
ひ

と
り
親
家
庭
な
ど
の
子
ど
も
た
ち

に
、
最
寄
り
の
地
域
で
学
習
指
導

を
行
う
「
地
域
の
学
習
教
室
」を
開

設
し
て
い
ま
す
。

　

退
職
し
た
元
教
員
や
大
学
生
な

ど
が
先
生
と
な
り
、
学
校
の
教
科

書
や
宿
題
に
沿
っ
て
学
習
を
行
い

ま
す
。

■
開
設
日　

週
１
回
以
上

■
対
象
者　

主
に
ひ
と
り
親
家
庭

の
小
・
中
学
生

■
費
用　

１
回
あ
た
り
１
０
０
円

を
上
限
（
無
料
の
場
合
も
有
り
ま
す
）

　

ま
た
、
学
習
支
援
員
と
し
て
子

ど
も
た
ち
の
学
習
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
く
れ
る
先
生
と
学
習
場
所
を
提

供
し
て
く
れ
る
人
・
団
体
も
募
集

し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

熊
本
県
母
子
寡

婦
福
祉
連
合
会
☎
０
９
６
・
３
２
４

・
２
１
３
６

還
付
金
詐
欺
に
注
意
を
！

　　

水
俣
市
役
所
健
康
保
険
課
を
名

乗
っ
て
電
話
を
か
け
「
還
付
金
が

あ
り
ま
す
。
本
日
中
に
手
続
き
が

必
要
で
す
」
な
ど
と
言
っ
て
、
お

金
を
騙
し
取
ろ
う
と
す
る
事
案
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
「
本
日
中
に

手
続
き
が
必
要
」
「
銀
行
の
口
座

番
号
を
教
え
て
」
「
携
帯
電
話
を

持
っ
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ
」
は
詐
欺
で
す
。

Ａ
Ｔ
Ｍ
で
還
付
金
は
受
け
取
れ
ま

せ
ん
。

　

一
人
で
悩
ま
ず
気
軽
に
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

■
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
対
策

○
非
通
知
の
電
話
に
は
出
な
い　

　

（
非
通
知
で
か
か
っ
て
く
る
こ

　

と
が
多
い
よ
う
で
す
）

○
銀
行
の
口
座
番
号
な
ど
の
個　

  

　

人
情
報
を
教
え
な
い

○
「
本
日
中
に
手
続
き
が
必
要
」

　

と
急
が
さ
れ
て
も
、
一
度
電
話

　

を
切
り
家
族
や
友
人
な
ど
周
り

　

の
人
に
相
談
す
る

○
家
族
や
友
人
・
職
場
で
情
報
を

　

共
有
す
る

■
問
い
合
わ
せ　

市
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
☎
61
・
１
３
３
３

生
活
衛
生
関
係
営
業
者
向
け

経
営
相
談
室

　

営
業
者
や
、
今
ま
で
の
経
験
・

技
術
を
生
か
し
て
独
立
開
業
を
予

定
し
て
い
る
人
で
相
談
し
た
い
人
を
、

専
門
相
談
員
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

一
人
で
考
え
込
む
よ
り
、
気
軽
に

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
相
談
内
容　

○
経
営
相
談
（
店
舗
の
新
築
、
改

　

装
計
画
、
資
金
繰
り 

な
ど
、
そ

　

の
他
経
営
全
般
の
相
談
）

○
融
資
相
談　

生
活
衛
生
融
資
の

　

利
用
方
法
と
手
続
き

○
税
務
相
談　

所
得
税
、
消
費
税
、

　

帳
簿
記
帳
申
告
の
相
談 

な
ど

■
日
時　

８
月
７
日
㈪　

10

時
〜

14
時

■
場
所　

水
俣
保
健
所

■
問
い
合
わ
せ　

（
公
財
）
熊
本
県

生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー
☎

０
９
６
・
３
６
２
・
３
０
６
１

伝言板

【
有
料
広
告
】
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熊
本
労
働
局
か
ら
の

お
知
ら
せ

★
来
年
４
月
か
ら
無
期
労
働
契

約
へ
の
転
換
申
し
込
み
が
本
格
化

　

有
期
労
働
契
約
が
反
復
更
新
さ

れ
て
５
年
を
超
え
た
と
き
は
、
労

働
者
の
申
し
込
み
に
よ
り
、
期
間

の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
（
無
期

労
働
契
約
）に
転
換
で
き
ま
す
。

　

通
算
５
年
の
カ
ウ
ン
ト
は
平
成

25
年
４
月
１
日
以
降
に
締
結
し
た

有
期
労
働
契
約
か
ら
開
始
し
ま
す
。

※
無
期
労
働
契
約
の
労
働
条
件
は

（
職
務
、
勤
務
地
、
賃
金
、
労
働
時

間 

な
ど
）
は
、
別
段
の
定
め
が
な

い
限
り
、
直
前
の
有
期
労
働
契
約

と
同
一
と
な
り
ま
す
。

　

労
働
条
件
を
変
え
る
場
合
は
、

別
途
、
就
業
規
則
な
ど
の
改
定
な

ど
が
必
要
で
す
。

★
事
業
主
は
職
場
で
の
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
対
策
を
！

　

事
業
主
は
男
女
雇
用
機
会
均

等
法
お
よ
び
育
児
・
介
護
均
等
法

に
基
づ
き
、
妊
娠
・
出
産
・
育
児
・
介

護
休
業
な
ど
に
関
す
る
上
司
や
同

僚
か
ら
の
職
場
で
の
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
の
防
止
対
策
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

■
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策

○
事
業
主
の
方
針
の
明
確
化
、
そ

　

の
周
知
・
啓
発

○
相
談
に
応
じ
、
適
切
に
対
応
す

　

る
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備

○
職
場
に
お
け
る
妊
娠
・
出
産
・
育

　

児
休
業
な
ど
に
関
す
る
ハ
ラ
ス

　

メ
ン
ト
の
事
後
の
迅
速
か
つ
適

　

切
な
対
応

○
職
場
に
お
け
る
妊
娠
・
出
産
・
育

　

児
休
業
な
ど
に
関
す
る
ハ
ラ
ス

　

メ
ン
ト
の
原
因
や
背
景
と
な
る

　

要
因
を
解
消
す
る
た
め
の
措
置

■
問
い
合
わ
せ　

熊
本
労
働
局
☎
 

０
９
６
・
３
５
２
・
３
８
６
５

熊
本
地
震
で
被
災
し
た

宅
地
の
復
旧
を
支
援
し
ま
す

　

平
成
28
年
熊
本
地
震
に
よ
り
発

生
し
た
宅
地
被
害
の
、
早
期
の
復

旧
と
被
災
者
の
負
担
軽
減
を
図
る

た
め
、
「
熊
本
地
震
復
興
基
金
」

を
活
用
し
、
個
人
施
工
の
復
旧
工

事
な
ど
に
対
す
る
費
用
の
一
部
を

支
援
（
補
助
）
す
る
予
定
で
す
。

内
容
を
審
査
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
事
前
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
住
宅
建
屋
に
つ
い
て

は
、
基
礎
部
の
傾
斜
復
旧
以
外
の

外
壁
や
屋
根
瓦
の
補
修
な
ど
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　

被
災
宅
地
の
復
旧
方
法
な
ど
詳

細
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

h
ttp

://w
w

w
.p

re
f.k

u
m

a
m

o
t

o
.jp

/k
iji_1

9
0

7
7

.h
tm

l 

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

都
市
計

画
課
☎
 61
・
１
６
１
８

熊
本
県
の
耐
震
診
断
士
派

遣
事
業

　　

県
が
、
戸
建
て
木
造
住
宅
の
耐

震
診
断
を
実
施
し
ま
す
。
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象　

県
内
の
戸
建
て
木
造
住

宅
（
熊
本
市
を
除
く
）

■
要
件　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
住
宅

○
昭
和
56
年
５
月
末
ま
で
に
工

　

事
に
着
手
し
た
住
宅

○
熊
本
地
震
で
被
害
を
受
け
た

　

住
宅

■
診
断
費
用
（
個
人
負
担
額
）

　

住
宅
の
図
面
（
筋
交
い
な
ど
の

位
置
が
わ
か
る
も
の
）
が
あ
る

場
合
５
５
０
０
円
、
な
い
場
合

１
万
９
千
円

■
申
し
込
み
方
法　

窓
口
へ
持
参
、

郵
送
、
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

■
申
込
締
切
日　

７
月
14
日
㈮

※
窓
口
で
の
受
け
付
け
は
９
時

〜
16
時
（
土
日
を
除
く
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

（
一
財
）

熊
本
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー
、
熊

本
市
中
央
区
水
前
寺
６
丁
目
32

の
１
☎
 ０
９
６
・
３
８
５
・
０
７
７

１
／
FAX
０
９
６
・
２
８
５
・
６
９
６

６
／
メ
ー
ル so

u
m

u
@

b
h

ck
u

m

a
.o

r.jp

７
月
は
「
愛
の
血
液
助
け
合

い
運
動
」
期
間
で
す

　

県
で
は
、
７
月
を
「
愛
の
血
液
助

け
合
い
運
動
」
期
間
と
し
て
、
広
く

県
民
の
皆
さ
ん
に
献
血
の
呼
び
か

け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

夏
場
は
長
期
の
休
み
や
暑
さ
に

よ
り
、
献
血
者
が
減
少
す
る
こ
と

が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
ま
で

に
献
血
の
経
験
が
な
い
人
も
、
ぜ

ひ
、
こ
の
機
会
に
献
血
に
協
力
を

し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

熊
本
県
健
康
福

祉
部
健
康
局
☎
 ０
９
６
・
３
３
３
・

２
２
４
２
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熊
本
県
子
ど
も
・
若
者
総

合
相
談
セ
ン
タ
ー
出
張
相
談
会

　

こ
れ
か
ら
の
将
来
が
不
安
、
人

間
関
係
で
悩
ん
で
い
る
。
学
校
に

行
け
な
い
・
行
き
た
く
な
い
。
学

校
を
辞
め
て
し
て
し
ま
っ
た
、
働

く
気
が
お
き
な
い
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
悩
み
や
心
配
し
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
、
関
係

者
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
相
談
日　

７
月
20
日
㈭

■
時
間　

10
時
〜
16
時　

※
15
時
30
分
ま
で
に
来
て
く
だ
さ

い
。

■
場
所　

市
公
民
館
本
館
第
一
研

修
室

■
対
象
者　

主
に
15
歳
か
ら
40

歳
ま
で
の
人
と
そ
の
家
族
、
友
人
、

知
人
、
支
援
者 

な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

熊
本
県
子
ど
も
・

若
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
「C

O
C

O
N

 

こ
こ
ん
」
☎
０
９
６
・
３
８
７
・

７
０
０
０
（
㈪
〜
㈮
８
時
30
分
〜

21
時
）
／
メ
ー
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w
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o
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水
俣
警
察
署
協
議
会
委
員

を
委
嘱
し
ま
し
た

　

警
察
法
の
定
め
で
、
県
内
の
各

警
察
署
に
は
、
住
民
の
意
見
を
業

務
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
機
関
と

し
て「
警
察
署
協
議
会
」
を
設
置
し

て
い
ま
す
。　

　

水
俣
警
察
署
は
、
６
月
１
日
付

で
５
人
を
委
員
と
し
て
委
嘱
（
任

期
２
年
）し
ま
し
た
。
委
嘱
を
受
け

た
人
は
次
の
通
り
で
す
。

○
湯
出　

木
戸
理
江
さ
ん

○
浜
町　

永
田
英
樹
さ
ん

○
大
黒
町　

三
村
大
志
さ
ん

○
津
奈
木
町　

野
﨑
章
子
さ
ん

○
津
奈
木
町　

林
田
廣
美
さ
ん

■
問
い
合
わ
せ　

水
俣
警
察
署
☎

62
・
０
１
１
０

　
国
立
水
俣
病
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
を
一
般
公
開
し
ま
す

　

国
水
研
の
紹
介
を
兼
ね
て
、
皆

さ
ん
が
楽
し
め
る
科
学
イ
ベ
ン
ト

　

を
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
も
、
国
水
研
の
研
究
者
と

一
緒
に
科
学
を
学
べ
る
企
画
を
た

く
さ
ん
用
意
し
ま
し
た
。
夏
休
み

の
自
由
研
究
の
課
題
が
み
つ
か
る

か
も
？ 

ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
で
は
景
品

が
あ
り
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。
皆
さ
ん
の

来
場
を
待
っ
て
い
ま
す
。

■
日
時　

７
月
29
日
㈯　

10
時
〜

16
時
（
受
け
付
け
は
15
時
ま
で
）

■
場
所　

国
立
水
俣
病
総
合
研
究

セ
ン
タ
ー

■
内
容　

○
リ
ハ
ビ
リ
（
作
業
療
法
）
体
験

　

と
健
康
チ
ェ
ッ
ク

○
み
ん
な
で
作
ろ
う
！ 

手
作
り

　

ア
ロ
マ
バ
ス
ボ
ム
（
発
泡
入
浴

　

剤
）
「
科
学
の
力
で
ス
ト
レ
ス
脳

　

　

を
解
消
！
」

○
雲
の
べ
ん
き
ょ
う

○
化
学
結
合
で
ス
ラ
イ
ム
を
作
ろ

　

う
！

○
チ
リ
メ
ン
モ
ン
ス
タ
ー
を
さ
が

　

せ
！
「
ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ
の
中

　

に
い
る
不
思
議
な
生
き
物
た
ち

　

を
探
そ
う
」

○
お
い
し
い
水
の
話
「
地
質
と
水

　

の
関
わ
り
」

○
目
に
見
え
る
空
気
の
お
も
さ

○
中
米
ニ
カ
ラ
グ
ア
紹
介

○
国
水
研
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

★
駐
車
場
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

み
な
く
る
バ
ス
の
運
行
に
合
わ
せ
、

と
ん
と
ん
峠
か
ら
の
往
復
送
迎
を

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

国
立
水
俣
病
総

合
研
究
セ
ン
タ
ー
☎
63
・
３
１
１

１

　　　　　　

水俣市長 西田 弘志

とうほんせいそう

【福祉バス出発式】市もまちも、あ
なたの学びを応援しています！

　水俣市では「福祉バス」を導入しました。

朝夕２回の運行で、芦北町にある芦北支援学

校高等部佐敷分教室に通う生徒を、市役所

から学校まで送迎します。

　芦北支援学校高等部は、水俣芦北圏域唯

一の特別支援学校高等部です。自力で登校が

できず、保護者の送迎ができない生徒は、寄

宿舎や入所施設が隣接する遠方の高校に通わ

ざるを得ませんでした。福祉バスの導入によっ

て、生徒の皆さんが地域で安心して学ぶこと

ができるようになり、家族の送迎の負担も軽減

されます。

　このバスの導入は、水俣市で創業し、昨年

100 周年を迎えたセンコーグループからの「創

業の地である水俣の発展に貢献したい」との

寄付によって実現しました。地域福祉の一助

となることを期待しています。

　６月 13 日には、水俣青年会議所と水俣市

社会福祉協議会が、災害時における被災地

支援などに関する協力協定を締結しました。

　昨年の熊本地震では、多くの市町村が被災

し、県内 17 カ所に災害ボランティアセンター

が開設されました。社会福祉協議会は、被

災者とボランティアや専門職をつなぐ架け橋と

して、災害ボランティアセンターの設置運営を

担っています。その中で、さまざまな技術や知

識、ネットワークを持つ水俣青年会議所との

協力体制が確保されることは、非常に心強く

感じます。災害発生時には、より良い災害ボ

ランティアセンターの運営や被災者支援につな

がるものと考えています。

　今後も、いつ起こるかわからない災害に、

十分な備えをしていきます。

東奔西走
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フォトリポート

　

恋
龍
祭
実
行
委
員
会
が
、
５
月

27

日
・
28

日
の
２
日
間
、
水
俣
港

周
辺
で
「
み
な
ま
た
港
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
２
０
１
７
」
を
開
き
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ス
ボ
ー
ト
で
の
海
中
探
検

や
海
上
自
衛
隊
な
ど
の
艦
艇
に
よ

る
体
験
航
海
、
消
防
・
救
急
車
両

や
装
備
な
ど
の
展
示
の
他
、
地
元

企
業
・
商
店
な
ど
に
よ
る
物
産
展
、

カ
ラ
オ
ケ
大
会
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

　

市
漁
協
は
「
お
魚
タ
ッ
チ
ン
グ

コ
ー
ナ
ー
」
や
「
お
魚
つ
か
み
取
り

大
会
」
を
開
き
、
子
ど
も
た
ち
が

プ
ー
ル
の
中
の
魚
を
追
っ
て
は
、
歓

声
と
水
し
ぶ
き
を
上
げ
て
大
喜
び

１_ 海上自衛隊の掃海艇「ひ

らしま」　２_ 自衛隊の制服

でくまモンと記念撮影　３_

陸上自衛隊の入浴用装備で

設けた足湯　４_ たくさんの

シャボン玉に子どもたちは大

はしゃぎ　５・６_物産展も

多くの人でにぎわった　７_グ

ラスボート「サブマリン号」　

８_ カラオケ大会

し
て
い
ま
し
た
。

　

港
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
恋
龍
祭

の
関
連
イ
ベ
ン
ト
の
ひ
と
つ
。
昭
和

31

年
に
、
水
俣
港
が
貿
易
港
に
指

定
さ
れ
た
こ
と
を
祝
っ
て
始
ま
っ
た

「
み
な
ま
た
港
ま
つ
り
」
を
、
「
恋

龍
祭
」
と
「
港
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
と

し
て
そ
れ
ぞ
れ
開
催
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

７
月
16

日
㈰
に
は
、
第
62

回
恋

龍
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く

は
９
ペ
ー
ジ
、
20
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し

て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
、
水

俣
を
代
表
す
る
お
祭
り
を
盛
り
上

げ
て
く
だ
さ
い
♪

みなまた港フェスティバル
２０１7

１

２

３

４

５

６

７８
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休耕地を活用してまちづくり

寄ろ会が菜種を収穫

　

６
月
３
日
に
、
国
土
交
通
省
九

州
地
方
整
備
局
八
代
国
道
河
川
事

務
所
が
、
ひ
ば
り
ケ
丘
で
工
事
を

進
め
て
い
る
南
九
州
西
回
り
自
動

車
道
の
跨
道
橋
の
架
設
現
場
で
見

学
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
水
東
小
学
校
の
生

徒
ら
約
70
人
が
参
加
。
橋
や
工
事

に
つ
い
て
職
員
の
説
明
を
受
け
た
後
、

舗
装
前
の
路
面
に
ペ
ン
キ
な
ど
で
自

由
に
絵
を
描
き
ま
し
た
。

　

橋
の
名
称
な
ど
を
表
す
４
枚
の

プ
レ
ー
ト
は
、
子
ど
も
た
ち
が
事

前
に
書
い
た
も
の
か
ら
選
ん
で
制
作

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

５
月
27
日
、
寄
ろ
会
み
な
ま
た

が
ひ
ば
り
ケ
丘
で
菜
種
の
収
穫
を

行
い
ま
し
た
。
収
穫
作
業
に
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
約
30
人
が
参
加
。
事

前
に
刈
り
取
り
、
天
日
で
乾
燥
さ

せ
た
菜
種
を
ふ
る
い
落
と
し
て
選

別
し
、
３
０
０
kg 

以
上
を
収
穫
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
会
が
平
成
17
年
か

ら
取
り
組
ん
で
い
る
「
菜
の
花
の
ま

ち
づ
く
り
」
活
動
の
ひ
と
つ
で
、
休

耕
地
を
活
用
し
て
育
て
た
菜
の
花

か
ら
菜
種
を
収
穫
、
こ
れ
を
搾
っ

て
菜
種
油
を
作
り
学
校
給
食
な
ど

に
使
用
し
ま
す
。

１_ ふるいにかけて、さやと

種を振り分ける　２_ 採れた

ての菜種　３・４_ 乾燥させ

た菜種は積み上げて、機械

でもんだりたたくなどして種

を落とす　５_ 刈り取り作業

は会のメンバーやボランティ

アが行なった他、小学生の

体験授業としても行われた

１_橋の名前は僕が書きました♪　２

_ 思い思いの絵や文字を夢中で描い

た　３_ 準備にも余念がありません　

４_ひばりケ丘跨道橋　５_ 描き上げ

た絵と一緒にドローンで記念撮影

２

３

４

１

２

１

４

５

南九州西回り自動車道の工事現場で

小学生が記念のお絵かき
３

５



※
防
災
行
政
無
線
の
内
容
が
聞
き
取
れ
な
い
時
は
☎
６
２
・
６
２
２
２
へ
。
17
時
15
分
以
降
と
土
日
祝
日
の
市
役
所
へ
の
連
絡
・
通
報
は
☎
６
３
・
１
１
１
１
へ
。

広
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印
刷

　
㈲

あ
す

な
ろ

印
刷

ひと

人が
い

行きかい、ぬくもりと
かつりょく

活力ある「
かんきょう

環境モデル
と   し

都市みなまた」

　
嶽
村
さ
ん
夫
婦
が
バ
ル
ー
ン
・
シ
ョ
ー
を
し

よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
「
パ
ッ
チ
・
ア
ダ

ム
ス
」
と
い
う
映
画
で
し
た
。
主
人
公
は
「
ホ
ス

ピ
タ
ル
・
ク
ラ
ウ
ン
」
つ
ま
り
「
病
院
の
ピ
エ

ロ
」
。
病
院
な
ど
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
し
て

患
者
さ
ん
に
笑
い
を
通
し
て
心
の
ケ
ア
に
取

り
組
む
実
在
の
人
物
を
描
い
た
映
画
で
す
。

元
々
２
人
は
、
福
祉
施
設
な
ど
へ
楽
器
の
演

奏
に
よ
る
慰
問
を
し
て
い
ま
し
た
。
映
画
に

感
銘
を
受
け
、
そ
こ
に
風
船
を
使
っ
た
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
を
取
り
入
れ
、
バ
ル
ー
ン
・
シ
ョ
ー

を
始
め
ま
し
た
。

　
シ
ョ
ー
の
中
で
は
、一
方
通
行
に
な
ら
な
い

よ
う
に
、
作
る
も
の
を
見
て
い
る
年
代
に
よ
っ

て
変
え
た
り
、
作
っ
て
い
る
も
の
を
当
て
て
も

ら
う
な
ど
、
見
る
人
み
ん
な
が
参
加
で
き
る

よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。
　

　
昨
年
は
、
熊
本
地
震
で
被
災
し
た
子
ど
も

た
ち
に
笑
顔
を
届
け
る
た
め
、
被
災
地
の
保

育
園
や
避
難
所
な
ど
を
回
っ
て
、シ
ョ
ー
を
披

露
し
ま
し
た
。
来
て
く
れ
た
子
ど
も
た
ち
に

風
船
を
行
き
わ
た
ら
せ
る
た
め
に
は
数
万
個

の
風
船
が
必
要
。
２
人
だ
け
で
は
準
備
は
困

難
で
し
た
が
、
活
動
を
知
っ
た
人
た
ち
が
次
々

と
手
伝
っ
て
く
れ
、
最
終
的
に
40
カ
所
・
４
千

人
の
前
で
シ
ョ
ー
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

被
災
地
で
の
活
動
を
通
し
て
２
人
は
、
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
感
じ
た
そ
う
で
す
。

　
「
頑
張
れ
ば
頑
張
る
だ
け
喜
ん
で
く
れ
る
」

と
２
人
は
嬉
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
人
と
人
と
の
縁
を
楽
し
み
な

が
ら
、「
愛
と
笑
い
と
癒
し
の
配
達
人
」
と
し

て
、
風
船
を
使
っ
て
笑
顔
の
輪
を
膨
ら
ま
せ
て

い
き
ま
す
。
　

藤

▼
今
号
は
、
初
め
て
特
集
記
事
と
が
ま
だ
す
人

辞
典
を
担
当
し
ま
し
た
。
で
す
が
、
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
や
デ
ザ
イ
ン
は
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
ず
、
周

り
の
人
の
力
を
借
り
っ
ぱ
な
し
で
し
た
。
少
し
ず

つ
で
も
成
長
し
て
い
き
ま
す
▼
初
め
て
と
言
え

ば
、
先
日
湯
の
児
で
、
ス
キ
ュ
ー
バ
・
ダ
イ
ビ
ン
グ

を
し
ま
し
た
。
湯
の
児
の
海
は
綺
麗
で
、
タ
ツ
ノ

オ
ト
シ
ゴ
を
生
で
見
る
こ
と
が
で
き
、
感
動
し
ま

し
た
。
も
う
す
ぐ
夏
本
番
で
す
。
皆
さ
ん
も
ス
キ

ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
を
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

き
っ
と
こ
の
夏
一
番
の
思
い
出
に
な
り
ま
す
。

Vol.８

編 

集 

後 

記

「
が
ま
だ
す
水
俣
人
辞
典
」
は
、
水
俣
で
頑
張
る
人
を
紹
介
し
て
市
民
み
ん
な
で
応
援
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

嶽村陽介さん・幸菜さん
（白浜町）

風船でみんなを笑顔にする
県内外で活躍するバルーン・アーティスト

　嶽村さん夫婦は風船を使っ

てショーをするパフォーマーで

す。バルーン・ショーのほかにも

結婚式での風船を使った演出

や装飾、プレゼント用の風船の

制作をしてみんなを笑顔にする

夫婦です。

普段は、市ふれあいセンターに（素顔で）います。ぜひ遊びにきてください♪

人人人人人人人人人人人人
V l８

人人人人人人人人水俣ひと辞典がまだす

▼
親
族
が
集
ま
っ
て
、
家
族
写
真
を
撮
る
機
会

が
あ
り
ま
し
た
。
三
脚
を
立
て
て
、
タ
イ
マ
ー
を

セ
ッ
ト
し
て
。
だ
け
ど
、
誰
か
が
目
を
つ
ぶ
っ
て

い
た
り
、
小
さ
い
子
が
す
ね
て
し
ま
っ
た
り
と
、

何
度
も
取
り
直
す
ハ
メ
に
。一
家
の
記
念
に
残
る

写
真
で
す
。
良
い
も
の
に
し
た
い
で
す
も
ん
ね
▼

広
報
紙
も
、い
わ
ば
ま
ち
の
記
録
で
す
。
写
真
の

よ
う
に
撮
り
直
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
大
き

な
出
来
事
も
、
小
さ
な
変
化
も
、
誰
か
の
記
憶
に

残
る
大
切
な
一
日
を
し
っ
か
り
書
き
留
め
て
、
良

い
も
の
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
福

自慢のペットを大募集 !
 写真（返却不可）に、住所・飼い主＆ペットの名前・電話番号・性別・コメントを添えて

〒867-8555 （住所記載不要） 水俣市総務課まで。写真データの持ち込みもＯＫです！　

 家族自慢
ウチの

ペ ッ ト

特技は「甘えること」です♥

武内さん家の  

 ミル 

ち

（♀・３才・古城）

ちゃん
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